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会 場 国 立 極 地 研 究 所 講 堂
主 催 国 立 極 地 研 究 所
①
3月10日(月 曜 日)10:00～17150
挨 拶 国立極地研究所長 永 田 武
(10100～10:10)
I　 VLF波 動(1)10:10～11155
座 長 名 大(空 電 研)鎌 田 哲 夫
1.　 Gaussbeam波 源 に よ るVLFヒ ス 帯 の 地 上
空 間 強 度(10:10～10:50)
金 沢 大(工)長 野 勇
〃 満 保 正 喜
〃 山 川 秀 雄
2.サ ブ ス トー ム 時 の オ ー ロ ラ帯 伝 搬VLF電 波
位 相 擾 乱(10:50～10:55)
電 波 研(犬 吠電波観測所)
菊 地 崇
5.中 緯 度ELF-VLF放 射 の 地 上 多 点 観 測
(10:55～11:15)
名 大(空 電 研)早 川 正 士
柏 木 瑞 夫
田 中 義 人
岩 井 章
大 津 仁 助
岡 田 敏 美
②
4.3点 時 間 差 法 に よ る オ ー ロ ラ ヒ ス の 到 来 方 向 測 定
法 と観 測 結 果(11:15～11:55)














南 部 充 宏
～ ～ ～ 休 憩 (11:55～15:00)～ ～ ～
皿　　VLF波 動(2) 15:00～14:10
座 長 電通大 芳 野 越 夫





恩 藤 忠 典
中 村 義 勝
村 上 利 光




中 川 一 之
柴 田 喬
芳 野 赴 夫
③
8.IS工S-1,2に よ るELF-VLF放 射







佐 藤 夏 雄
山 岸 久 雄
福 西 浩
位 高 英 夫
芳 野 赴 夫
～ ～ ～ 休 憩 (14:10～14:15)～ ～ ～
m　 uLF磁 波(1) 14:15～15:55
座 長 東北大(理)斉 藤 尚 生









糸 長 雅 弘
下 泉 政 志
石 津 美 津 雄
北 村 泰 一一
④
10.中 低 緯 度 及 び 高 緯 度 に お け るPc　 a型 脈 動 の
対 比(1)
一 中低緯度Pc1型 脈動の特性か ら推定す る波動 の発 生領
域 及び伝播機構 について 一(14:35～14:55)
地 磁 気 観 測 所 河 村 譜
〃 桑 島 正 幸
〃 外 谷 健
11.中 低 緯 度 及 び 高 緯 度 に お け るPc　 1型 脈 動 の
対 比(2)
一 極 光帯uafO・け るPc1-(14:55～15:15)
地 磁 気 観 測 所 外 谷 健
〃 小 池 徒 者
〃 桑 島 正 幸
〃 河 村 講
極 地 研 福 西 浩
〃 鮎 川 勝
〃 平 沢 威 男
12極 光 帯 に む け るPi　 2脈 動 の 波 動 特 性
(15:15～15:55)
地 磁 気 観 測 所 桑 島 正 幸
～ ～ ～ 休 憩(15:55～15:50)～ ～ ～
W　 ULF磁 波(2)15:50～17:50
座 長 地 磁 気 観 測 所 桑 島 正 幸
⑤
15.高 緯 度 共 役 点 の 地 磁 気 脈 動 に 対 す る 電 離 層 効 果
(15950～16:10)
九 大(理)石 津 美 津 雄
〃 糸 長 雅 弘
〃 坂 翁 介
〃 北 村 泰 一
14.地 上 多 点 及 び 人 工 衛 星 で 観 測 さ れ たMエNエ ー
SUBSTO[R[Mに 伴 う極 長 周 期Pi　 2
(16:10～16:50)
東 北 大(理)斉 藤 尚 生
〃 湯 元 清 文
東 海 大(工)青 山 厳
15.　 Magne七ic　 puユsations　 observed　 a七highユati-
tude"-　 ground　 station　 (SyOwa　 Sta七iOn)
　 　 　 and　 in　 space　 (ATS-6)
(16:50～16:50)
東 海 大(工)桜 井 亨
〃 利 根 川:豊
16.ssc,sエ と]⊇c1,　 Pil　 ULF波 動
(16:50～17:10)
極 地 研 平 沢 威 男
17.sscと 極 域 超 高 層 諸 現 象 と の 相 関
(17110～17:30)
電 通 大 木 下 良 雄
〃 芳 野 赴 夫
極 地 研 平 沢 威 男
〃 佐 藤 夏 雄
⑥
ろ 月11日(火 曜 日)9:00～18:30
v極 光 ・太 陽 風 一 磁 気 圏 相 互 作 用
9:00～10:20
座 長 極地研 平 沢 威 男
む
18.レ ー ダ オ ー ロ ラ と 光 オ ー ロ ラ(4278A)の
同 時 観 測(9:00～9:10)
電 波 研 五 十 嵐 喜 良
〃 黒 葛 原 栄 彦
19.昭 和 基 地 とア イ ス ラ ン ドで 観 測 さ れ た 共 役 点
オ ー ロ ラ の 比 較(1)(g:10～g:50)
拓 殖 大 巻 田 和 男
極 地 研 平 沢 威 男
〃 福 西 浩
〃 藤 井 良 一ー
〃 佐 藤 夏 雄
20.オ ー ロ ラX線 と静 止 衛 星 位 置 高 エ ネ ル ギ ー 電 子
の 地 磁 気 共 役 性(9:50～9:45)
立 教 大(理)平 島 洋
21.地 磁 気 あ ら しの 発 生 と 太 陽 面 磁 場
(9:45～10:05)
電 波 研(平 磯 支 所)
丸 橋 克 英
〃 石 井 隆 広 雄
⑦
22.エMFが 北 向 き の 時 の サ ブ ス ト ー ム
(10:05～10:20)
京 大(理)家 森 俊 彦 前 田 担
～ ～ ～ 休 憩(10:20～10:ろ5)～ ～
VI　　イ ベ ン ト セ ッ シ ョ ン(1)10:ろ5～16:20
座 長 京 大(工)木 村 盤 根
ω 全 般 に 関 す る も の(aO135～12:05)
25.S-510JA-4,5,6,7号 機 打 上 げ
時 の 極 域 擾 乱(10:35～10150)
極 地 研 平 沢 威 男
24.極 域 電 離 層 電 子 密 度 プ ロ フ ァ イ ル
ー　 NEエ に よ る 計 測 一
(10:50～11:05)
東 北 大(理)高 橋 忠 利
〃 大 家 寛
25.極 域 に お け る 電 子 温 度 の 測 定
(11:05～11:20)
東 大(宇 宙 研)小 山 孝 一 郎
〃 平 尾 邦 雄
⑧
26.ロ ケ ッ ト高 度 に 澄 け る 極 域 高 速 電 子 の ふ る ま い
(11:20～11:55)
理 化 研 小 玉 正 弘
〃 奥 谷 晶 子
〃 和 田 雅 美
"今 井 喬
〃 竹 内 一
27.南 極 ロ ケ ッ トの 姿 勢 結 果(11:55～11:50)
東 海 大(工)遠 山 文 雄
〃 青 山 厳
28.s510型 ロ ケ ッ ト と オ ー ロ ラ ド ッ プ ラ ー
レ ー ダ の 同 時 観 測(11:50～12:05)
電 波 研 五 十 嵐 喜 良
〃 小 川 忠 彦
〃 黒 葛 原 栄 彦
〃 城 功
〃 大 瀬 正 美
～ ～ ～ 休 憩(12:05～15:00)～ ～ ～
座 長 極地研 平 沢 威 男
特 別 講 演(13:00～1412⑦
京都産業大学(理)前 田 憲一
東 海 大 学(工)加 藤 愛雄
関戸 弥太郎
極 地 研 永田 武
⑨
座 長 東 北大(理)大 家 寛
(B)S-310JA-4号 機 実 験(14:20～15:30)
29.S-310JA-4号 機 に よ る極 」或電 離 層
総 合 観 測(14:20～14:40)
東 大(宇 宙 研)江 尻 全 機
鶴 田浩 一 郎
極 地 研 山岸 久 雄
平 沢 威 男
京 大(工)木 村 盤 根
名 大(空 電研)西 野 正 徳







宮 武 貞 夫
3i.S-310JA-4号 機 に よる電 離層 電場 、
波 動 、粒子観 測(14:55～15:15)
極地研 山岸久 雄
平 沢 威男





東 大(宇 宙 研)江 尻 全 機
～ ～ ～ 休 憩(15:30～15:40)～ ～ ～
⑩
座 長 東 大(宇 宙 研)江 尻 全 機
(C)S-310JA-5号 機 実 験(15:40～16:45)
33.S-310JA-5号 機 に よ るkeV電 子mlcroburstの
名護孟涯田(15:40～15:55)
神 戸大(工)松 本 治 弥
賀 谷 信 幸
34・S-310JA-5号 機 及 び6号 機 に よ るkeV電 子 の
ぞ趨見曽廻(15:55～16:10)
神 戸 大(工)松 本 治 跡
賀 谷 信 幸
35.S-310JA-5号 機 に よ るVLF放 射 の ポ イ ン テ ィ ン グ
電 力 、f天綴 ベ ク トル の 測 定(16:ユ0～16:30)
京 大(工)木 村 磐 根
松 尾 敏 郎
東大(宇 出 研)鶴 田 浩 一 郎
極 地 研 山 岸 久 雄
36.ま と め
京 大(工)木 村 盤 根
(D)S-310JA-7号 機 実 験(16:45～18:30)














S-310JA-・ 一書7に よ る 電 子 密 度 揺 動 の 観 測
(17:'oo～17:15)
電 波 研 小 川 忠 彦
〃 森 弘 隆
〃 宮 崎 茂
S-510JA-・ ・一・7号 機 に よ る 高 周 波 ノ イ ズ の
観 損ll(17:15～17:30)
東 大(宇 宙 研)中 村 良 治
〃 野 村 雄 二
S-510JA-7号 機 に よ る 電 子 フ ラ ッ ク ス
の 観 測　 (ES工 」)(17:30～17:45)
東 大(宇 宙 研)久 保 治 也
〃 伊 藤 富 造
S-510JA・ 一一7号 機 に よ る 電 場 の 観 測
(17:45～18:00)
京 大(理)小 川 俊 雄
〃 牧 野 雅 彦
〃 林 田 佐 智 子
極 地 研 山 岸 久 雄
〃 藤 井 良 一
〃 福 西 浩
〃 平 沢 威 男
名 大(空 電 研)西 野 正 徳
⑫
42.S-510JA-7号 機 に よ る 電 場 ゆ ら ぎ の
観 損1](18:00～1こ3:15)













東 大(宇 宙 研)中 村 良 治
～ ■ ～.～ ● ～ ■ ～.～.～
懇 親 会(於 極 地研究所)
1830～2000
～ ● ～ ■ ～ ■ ～ ■ ～ ■ ～ ●'～
⑬
5月12日(水 曜 日) 10:00～17:00
Wイ ベ ン ト セ ッ シ ョ ン(2)10:00～10:50
座 長 京 大(工)木 村 盤 根
佃S-510JA・-6号 機 実 験
44.S-510JA-6号 機 に よ る 高 周 波 電 界







宮 武 貞 夫
45.S-510JA-6号 機 に よ る オ ー ロ ラ ヒ ス
の 観 測(10:15～10:55)














m南 極 ロ ケ ッ トの 観 測 に 関 す る 将 来 計 画
(10:50～12:10)
⑭
47.S-520ロ ケ ッ ト に よ る 極 域 電 離 層 中 プ ラ ズ
マ 波 動 の 波 数 計 測 計 画(10:50～11:10)
東 北 大(理)大 家 寛
〃 小 野 高 幸
〃 三 浦 悟
〃 宮 岡 宏
48.　 Ba　 shaped　 chargeに よ る 電 界 と磁 界 の 観 測
(11:10～11:50)
東 大(教 養)中 村 純 二
49.極 域vak・ げ る 電 子 ビ ー ム を 用 い た　Activθ
Expθrimθnt　 (計 画)(11:50～11:50)
東 大(宇 宙 研)河 島 信 樹
〃 佐 々 木 進
〃 八 木 康 之
〃 赤 井 和 憲
〃 中 井:豊
50.s-520型 ロ ケ ッ トに つhて
(11:50～12:10)
東 大(宇 宙 研)森 大 吉 郎
〃 松 尾 弘 毅
〃 高 野 雅 弘
〃 小 野 田 淳 次 郎
一～ ～ 休 憩 (12:10～15:00)～ ～ ～
⑮
眠 南 極 に お け る超 高 層 観 測 の 将 来 問 題
(15:00～17:00)
座 長 東 大(宇 宙 研)大 林 辰 蔵

























講 演 予 稿 集
昭 和55年3月10～3月12日
会 場 国 立 極 地 研 究 所 講 堂
主 催 国 立 極 地 研 究 所
地 よ で観 測 さ}れう オ ー ロラ に ス ・ホ室蘭 分 布
乞有 しZい る.こ 》れ 丘数{直 約 に 当 うう とす る
場 合,下 書P電 電 層 沖 に お1下 る%1般 の取 瓜 、・方
かご最{ン ノ色合L・ あ る 。函1(λ ま う に種 離 層 の上
N・ ら(y　en　jムカぐリE誇 っ 合a"ss　beama裳 を主 方 向
(ロ♪ 垂 直 λ 射 仇場 合,枕 上 σ～　pe娃 値A蓑
三原 α直 下 か らブRNZい る 。
(ハ)　'　TVdit,Vt,sndsseon.,　cone角 近 傍 ひ 魔 界3鑛 ②
Pe久k値 ほ平 面 叢 の1易念 とオ桑子が 虞 はる 。
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αUSS　 beAvytlet甚 入 射 する場 合・に つ い て 上ミ述の
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場 合 に予 想 ム 衆 母 か フセ い く つ カ・ひ.興 味 あ 合
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る 磁 界 の絶 対 纐 売 越 表 削 馳 の で あ る。
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1
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鰭 で て 鋒 轟 に 比'け ・{…Lメ ー1・f㌧ バ
火 室 一・.二 吋 名 工AbPiV}　 ・　VtSし わv.
Pハ1<OTハ の1・k・ で 朶 生 を長 大 趨 づ'・f㌦ ・
イ 」5わ3、
ρ)弐 －q5帯 鳥璃 え」穿分 に脅fづ3九 手 は
9kA～ 彦 鱈1レ 、録 働 ち鱒 分 ・講
1-/3粒 手IJ.ゑ ネL・† 訪・3朝 え,こ 心/命 可1ヌ。
、磁 気 ㊧ 尾 部issー ワ
りブ ト ー し一 搬 皇 別 珊 客 臼}.λ 陣 賂 働 へ 声`'ノ
フ ト{r:の 了 酋7:す3憺 手(石 》 ・10keL)ヒ/そ
Lち 似3.t咋 ・|、 夕 気 の 階 下 才b手'乙 つ ・・マ
1喬lg改(を ス 叩ft'・あ ユ.磁 気 匿〕及.99h古 ≦ん λ 一可3ずo
う`イ ム い/雛 乏{星kτ ・、 砥)、田籍 い こ観 取34う.梱',1・ 一く6す で3。
tgZgし語 献 ち 太陽11秘khn・{・ ・1師 砕1
き 　
ノ.Za(　 Re二!!9・!)^い ず ↓Nのr鳥 合1も 、AムDRA
I・1ざ毎 日 。、よ う ・伍 掴 穫1し の 甕 包 属 しse・9
0こ ↓し1・ね し て 、 ん'.()Al〈OTAにtま'9'7k笥1
目 。場 合 先 生 数 」吟 奴.必 ・繊 』覆 勧
1ヒ寸 寸 芦A　 L、　1)RAハn・ 　cL・　・Z比 べ て メ'　rGリ'卜i
・・。(ム ・t、19,7frt・t1Zlg・la、覧/工 数 方城
扱 い 掩 τ.司 知 識 φ やk〈r3・ て ・・3
.ヨ97砕fl恥 鳩 合 、ALP朗 の 札 相 纈 パ
三 州g雄 島 雁Ll13Ki,。,。Xの 、薇 ・S,・ialStiitk・
磁 気寄亀 宅し とdl為 た オ'£ 〈 、 尋 在 国6ケAり オ メ
クー で 観 τ副 司Eも τ～c.～^Aヒ のk/"tよ ・、ρ
VL酎 跡 酸 糺 分吐 蝿 磁 ・11ざA・LDRバ の場
合/『hVT /!v1Pハ κoτ沼 の揚ソ合/2Aし7τ'9・ 中 心
`こ(6数 日も1句 の寵 唖)で あ3,.二 小 ζ の 薦 む}の
細 線 昨 一 。 ・ 鞠 み 碗 駆 ラ融3ピ
Aし[)RAのt粉.タ 元 方 ζ 褒 ネ足・セ1二 、 んc　pri　KO　1-A
・螺 〉、 重 礼 ヰs・srbeＬISに あ9。
こc}L～6、 観 禎`}t・毛)梁 は サ ・フ`'又1-一 一 乙、9{Lハ 霧)工
わ ・ キ㌧ 払 手 榊r,・ つ 、、て 決 ・ 途巧 示 唆 づ
レ1さ タ メ ヘ ド リ ・ ト'マF紅1・ つ゜ 、叶 ・
1-、?ろ1〆 考ξiて!せ3こ し メ・一・ヌPSOし マ ・・3メ ー
、(7'oκ..L丈 下qお 潅L'ε 電'貌 ず31zげcヌー,し 千
日:芳 一7マ 、z云 ス 圏 内 臣 挿'従
6ふ 毛 乙,て7、9tLギ ー`電 写 メ「イ うeメ 、 の1`A;4#iー 夕
月(R-/9.7)ヒ 大 鷹 鴛 錫 メLの ・大 乏 し・ノック8与 ゑ ズ ーDラ ㌣(6ザ<λc(68つ に ア≒Tす3こ と
1 !芳 しany娠tゴ 喬 ζ な ・}b
2
3臓ELF・聯 醐 鯛 測 鰐1灘:謹 違 鰍 轍 飾
諸 宅,中 纈 帯 で,絡 生 ずるELFV⊥F電 磁 放粛
の発 注{云 搬 特1陛 圭研 究 す3・ 目的Z・ 工M5手 暗闇
ヰ,ヨ ー.ロツハ9ソ"一 ン の2卓 、で・周 蒔姿見測 茎実施
した.本 橋?・ は ・978#ノ ・H-/979.年 用 一1:
(一)P3.5-)ft)まη 期 間1(傅 会水Eデ ㌧ タの 解 析
結 果 主示 ず。
観測 方法 観測 点 の位 置 鋼1-・ 嗣 。 囲 ヰ
のB… 相 嫡Ch伽bmの 看 観 渇・噺 にほ 通 常 の ヒス・
レコーダ ヒVLF方 位 測 定磯!設 置 した 。:必5・
φ装 置 ・ よソ,ス へ・外 ・レ,パ・ワー フう。ワち 至帰 方
ぐ立 を三則虚 し1三。
趨 測 線 め醜 前 記 の 観 測 期 間 中 ヒ ピ ス ↓
コ ーf7"に よ 一デZ極 出 ∫ れ た 電1縫 紋 期 φ毒総数 ほ
Brt>r・fg((」eに$・い マ ユ0イijil/　 CAatn　bon　 1こEB・い79イ 多1」
7噛 っ セ 。 二 の;1ち 同 一 現QgZ点 で 検 出 し
た と 明 瞭 に 今 わ巧 毛 の ぽ4例 τ",い つ・　OP,　e　UISS
Tアpe牽 州 ～∫ion　で'あ ろ 。
ポ
回2にBrorイeldeむ 誓見測5れ た 丘L干VLV方 文射 の
乾 性 頻 度 のLOCa』 　Time　 Dependence・ 左 忍 言 。田 中
に 記 識 し だ　lo例 び 現 象 」 強 度 力瞬 くs、/vの
侵 略 な2の ぼ わ＼り で あ 謬 。 そ の 地e)ノo例tg
比 率夜盲マギ牧 弱 て1!あ る が,こ 止 り 遊 園 に 畜己 入{て
毛 電 磁 放 射 の 総 生 時 闇 鞄 ま1ま と ん どヒ変 わ9な
い ・ ま 乞 国 劇 ・煮`し た 蜆 劇9/Q・ て 地 磁 気擾 釦
後 数 時 間 刑/・ 数 時 間 後 に 発 生 した こ と み・確
言!る芝 山 てbろ 。
國3ばBr。 　r!elde,　 Cムam　b・nの 面 観 測 、藁、で1得9`,tt"
ち異 型 的ra　 l-Vis～-T・P・靹 ～si。・ て・あ る(朗2・a)。
　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　 bocal　 Tiru∋　in　Denmark








?????? ??」 ?? ?
? ?





あ 　 あ ゆ
o∫06070809L・T・
Li　 .I　 il　 Ill[1,　ll,.　.、JI1　`、ll　、|IltLtl.i
Cha,"b・n
講 讃 でほ観 測 デー舛 詳 しぐ季召命 招 とともに謁 娃
勒 し絢f・ ・鳥 機構 主考 察 鵠 。
∫-t又 へ。ワト1レ構造 の 本職 を遂行 寸る上で国立極地研究所のVLF解 新羅 生む
暗 闇 憂イしも蔚鋤9出 るb・僑)戊 。ご:|二定石高層研究室ポ諸氏/に癒講本の鴛、左1す る。
3
43薫・晴 間 差法 レSb方 －Pプ レ 入 の列 衆 芳向 町 美し残 し観 世ユ締 果.
動略iL{鯨 旧や姦人、 篇サ蓉、 ・L・り厩明ゾ雛旧η『欠(ゐ メ:.ig%Q)
手張 威男 いa立 糎 鳩 岡)
稲 光耳 の 自恕 電磁 壮齢 の・ヤτ寸 一、フラ じ又 も象vしF－ し辟 肱 川 ラ ンプbxS歩 齢
dl性 望 Σ持 つ「二1嫡勺写 竜防1技 で ある。Xノ の彬 曳t`1'tsの 夜間21晴(U↑)前後3時P日IAI二
79く 、 大う'1す3V、 才 －Pう 出現1二 しも な つ1発 宅53勤 乙タキを度 の短 時P罰 の涼 船 レ、 オ ー
、つう出 現 と国 債 なく2.∨3崎}喝 よるく&ellPAの 叔 牙」グ あi.1'の 方〆、ユうヒλの列 象牙同8..
判 乞 『 うン じ(Pi二)ti:オ ーWラ レ λ4発 膨鵠 域 、伝 搬 防 私浮輪 レ、yし02#1}*機 構 、伝搬
時 煙 き解 明 すbLi・fE'審 な千枚 ブあ う。
才 －vう レ 拗PF峨 椒 脇 ・魏 引 キノ%7一 牌 細 精 ・吻 め し1わf㍉Xq
IZ.β%競 ゆ椚 ・もM畜 味 方 ーPう じ矯 獅 廟 軽 し/偏 人 嫡 綱 樋
上レ効 率 ず3)と が'傅 うれf・.し9'しiEil－ の 一点 電蔵 可鮪 叶 》ゑPFは ンλテム 構 式呼 簡単
・諫 －Pフ じみ・ 剛 の岬 あ》・・、ユ伝搬 、・川 轍'じあ3上り点、IJあbρ・い、 りY－剛 走精 度
腔碑驚頴毒鍔鵠驚;琵1&㌶ 躍震滅1し報語語{1蕊蒔
鵬 広 い 相 方ーD　)tkのPF5鍾 ↓悔 し、 擢 卜膚 暁 御 郷 酬1麟1棚 醜 鳴
でPF慨 シ門 郵† ・け 一・ 本構陵 τ1、;3齢 鴛P1毛 》多い ・}b)(-Pう じλPi)DA.を;乏 レ借 ～レ・「一
龍門妊 象 の ＼＼くっ グ し組 髪 ず3.
予Vg　 ls、陥 払 方毘 の ラ2ηkw翫 ムfヨ1瓢9用 ・・r・3忽 吟 問 え)ゑPF;入 アム の情 心 を
稿.わ1加 、 ぐお 刷P碗 昨 曙 の1i31L')r-・v)ラ ・X-、vλP's'ラ い 隣 し〆1
す・す.
?→
壕1i動.3、 セ・6奇問 お1週 中久Pξbレ 入PYン 又 アム
茅iZ・図.7「-Pフ レ:人 〆ノ列 非1同v






い 民論 ¢ 磁 極三厩 顕 微 ・1)⑦ ㊦
聯 的考案 材アろ.
漣購 の繍 嘉 げ_砧 め(θ
朔 肉弾、存差 す、る/dず で'諸方 ・
離 すノる乃κ尺(々 モ与 り ・り全 八。ワー
9禰 し 観 場 底 ∴leプ π一
を醐 岬 録 し戸山
ゐ蠣 職 で刻 バ こて糊 繍 ア、1擁して
.ん差,㍊酸 ㌶ ジ譲1㌍蕩麟 議惚 ㌻ 「畔
織騰〆 ㌫ 〆 纒 蒸齋(り1謹罵鰐謬鰯鰯
嫉
1さdiV`if声)φ 、ら ずll山魚 こ・う・分万2
田 令 し〉・1?er,Pグ7佳 杞 並',・5〈?一?、イ勿
裂 毛ん蠣 誓霧 」、;KV"c"
国 呼 亘顯 ユ・,蝋 ノη)
〈2)認i霧 甕 簿 顯 ξ♪ 叫失㌘
,、
:㌫㌧㌫㌧㌧管
1鐡驚鷹 ㌃ 」㌫纈 ㌘ノ
L)ゐ 、・
(4)尺 モード・Kすt,ゐ 練 弍'沖 ＼め
ノるt　 Rz-f"rbキ 定 ゾlu、、、
禁浅∵諄纈'七る♂ご1織 く漸 ヒ'AZド ミY'へ
6VL戸 ヲ ーす一 刀 びc知 巧一・「五 つ・1マ
錘,行 儀 酪＼,符L利 札(亀 編 者「)
昭和 嘉 虎 マ羨 危 し伝[SIS-VLア デ ー7主
用 ・、て　 VL戸 プー サ ー ・11離.齊 に)f・(o、入ペ
ク ト 山 ぐヲ ー ンわ・ら ・溌 任高 度,衡 鰯 パ ラ
イ云痢支モ:デ'1し/零二1ニフ、、て議 論 て「3-～Zメ ーフ 、
VLFiじ ハ て肉 しマe.79彫 皮繊 度灯 日寺同 デ
ー9亙 僻 伯zy(,1賦 錫 百 司纐怖Kつ ・、て
論 ず3,
|9t"T8年 えP,6日.南橦 韻 和 基 士世'ぐ'EX
OS-Aの|L-一 千 二 受/壱 が 出 始 さLliiv　{ミ。 こ 姓
にckりB日 和 墓 地 で は 、19q6年4RQり
lt－ 千 二 受 信 が 始 め うua　 Zl　、、る 麓 爵佐層 　衛 星
工 ～ 工15-1,IL、 にEXO15-A、が'Mvめ リ3
つ の 人 工 衛 星 にetる っ・ラ ズ マ 表 動 観 須1ザ 可 能
と な フ ↑ミ 。
こ の 寸 う に 複 数 の 人 工 衛 星 に よ る 表 動 観 測
の 比 較9興 味 あ9二 こ 之'あ る 。 昭 和 量 地 で"は
lqn9年6日 .特 にzつ の 人 工 衛 星 に よ る
故 套h観 頃llに 市 玄 人 賦.工 ～ エ ～-1,え ヒE>9
05-Aザ 短 、、時 面 向 禰 乞 お い ス 見 え 言 軌 道
を 選 ん で 妾 信 を ・行 。 た 。
こ 二 二Z"は 工 ～ エ ～-1,乙tEXO～-AbN"　 ヒ 、、・ τ三 点 て)いBに つ く
1～k時 向 以 内 の 由 偏 差 お く 毛 の を 選 び
Wh　Eの 相 図 迄 調 べ 《et-9.両 衛 星 が 近 い 軌 道 の 差 力畷 多智 レ て 、13Φ ズ あ3う
を と り.適 当 な デ ー9の 得 うKに モ ① は.9
例 あ.た が6RヒzRに 集 中 レ 之1、 る 。
6Rは 上:ご 示 し 丘 ま う に 近 い 軌 道 皇 特 に 選 ん
で 受 ・宿 し た 蔦 の ぐz..日 はEべos-Aを
特 に タダ く(69軌 道)後,宿 し1三1ミ め'ぐ'あ る 。
観 測 さ 杁 丘 覆/像QVLFcス ぜ 主 之"ノ ー 可
～ の 見5敗 ≡う・倒 £ あ §。 こ ～ 工 ～ ぐ'はELF
≡責 罰 毛 観 劇 さ れ 之 、、ヨ が 、Exo5で は 貸'信
さAZい な い 。 こ れ はEX　 り ～-A　 cb内 評 磯
鶏 千 秀 こ フ・ラ7Vマ 策 動 受 信 装 置 の 受 信 帯 垣寸1が
影 響 一 て 、、る ① で あ3ラ.
・ノ ー サ ー は 観 測 さ れ た ・伊}一が}1戸 な 、、が(工s
I　i5之3洌 .う ちEXo～ で、モ 侵,浩 さ れ 乏 い
る モ の1馴)工 ～ 工5　 EXO～ 両/潭〒星:ぐ'
り 一 サ ー 一が 鶴 頭ilさ れ て い3・ 伊りで は 工 ㌧ 工 三・
-1にql軌 道 中 こ い ＼ フ て の'レ+「 一 が
広 い 磁 気 緯 度 範 囲 冷 ワlOR)に のr;。 て 観
事1に∫ 放 て い る の に 対 ソE入05-AぐQl　 庁
所 で し ガ 観 劇 ざ'vaず 乏 の位 置iコ エSエ:で
観 測 さ 似 た 最 毛 、低 緯 霞 ・側 め ・ノ ー け 一 に 対 応 ノ
之 、、 る 。
TLFヒ ス は 工515.Exbラ4モ 磁 気
{緯 度 細 「τ り 度 よ り 高 緯 度 測 之'観SiLjfor!.て 、13。
両'断 星 で 鶴 頚1さKτ ミTLFニ フ、Oス ㍗'7卜L
左 見 てer　 3と
リ エ ～ 工 ～ てILは イ昏 城 市"t卜 圏 三友 致 方、"緯 一度1二
対 応 し てT書 状 に 褒'化 レ・zい 語 例 が1よ べ
臭 う 畝5ザEXO5で1遺,低 域M　 lli卜 爵 兼
巻〔① 褒 、9Lガ いあ き り 克 ち 孔 篤 い 。
乃)工 ～ 工5て1'は ス へ゜ク　 h　 iuの 工 論 意7.5
κHz　 L・人 士 ま 之、延 ひ・て 、、 § カ・"三 入 り 三 之㌦コ
}5～20KHzカ'5も め ち で＼ こ 三酉7rノ く い
5。
3)昼 ・向 側 の 巾 ス フ 領゜ ‡或 でi91べ ㌧ ス ト 爪 の
特 異 ね ス ペ ク ト1し 玉 手寺 フ にtニ ス、力"'観 参り
さ 似 て お り こ れ は15工sEぺ7三
両 ラ衛 星 に 挟 蓋 し て い る 。
.こ の う う る)に つ ・、 く
は 工S工S　 EXOS両'世 〒昆 の ノ,1ズ し へv　"L
。i)1こ つ い7.
ls両 衛 星 の 靴 直 の 違 いc國1参 照)£ 景;・ifレ
て い る て"あ3ラ 。 こ のVLFヒ ス の 低 域 す]tリ
ト 周 波 甑 は 工5工 ～　 EXり5Lモ ほ ・ き り
し て お り 乏 。順 化 は 甲1味 無 い の で'.ecリ 許
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図1工 ～ エ ラ ンLE入 り ジ ぜ 丸,、 籔 義 一三
羅 〆行 可3・1・/'り1点 縛 一9T-u－ ノポ1㌧1ユ 承 引
7
8工S工S-1フ ユによ3ELF-VLF考 鞠 の地L衛 星同鴫観ラ則
瞬 紬 λ端 雇1イ 鳩 蘇?福 西 球 矯 嫉2)
(1;極 ‡色調,2;電 通 づし)
IMSSIfl間 中(ノg『76～!978#)南極9石 和』き に ぢ いて 、 ス へPク ト1レbv・自とくイEkを峯1函〕!ま.E「2
地`繍 ・、て テ レメ ト 峰 楠 さ れ た エ5エS－ 和 場t噸 上 ～Pt・fa8te　 t后1一 磁・肉線 上 Φ藁 囲
1,2のvLFエ ミ ッ シ ヲン観 測 テ㌧ タ の うYな δ こ と が 示 さ*た 。
ち 宿慢 が 昭醜 地 鴎 樋 適 い 緒慢 ・地
12ML.1㌦
珪 昭 和 甚th)でEL戸,VL戸 エ ミ ッ シ ・
ンの同時 観 測 が 有 わ 本た30射 し遊 に つ い て.
ゴ ーtダ イ ア〆 う ム の比較 を行 い.二 」こσ)二憲.
がeRら ガ と な った 。(1)地 磁 気 地七時 午 前イ則
に あ'・11は 一衛 星 地 上 間1・ エ ミッ シ7ン の
良 い相 関 か現 ら い.-1射 魏1]に お い て・9
鯖 で エ ミ 。 シ,ン が緑i"・.う が.　te上('一 ・8G
〔暗 佑Z　 ih　t,い 場 合 がみ ・・。12)衛 星高 慶
に おい て .以 巳上.ビ良 い相 関 をも っ エ ミ.ノ ショ
ンの拡bつ は磁 気繧 度 夕o㌦70° の 装 画 であ
さ・(1)に つ い て 眸 前 確 ♂⇒聞 継 の □
原 因 繍 日嗣 δ た め に 招電 誇痺(エSTS・ ・2, 口 ・一…
戯 糀 讐鶯巖鰯1}}量:∴ ㌻」∴㌫㌶1こ
命 和 精・世 が 褐 ら れ た.こ 弘 はOGO-5に より 磁 気地 先鴫 分 布 図 。 同心 円は ∫°
観 測 鉢 た 、鍬 縫 面 、 お 時 フ ーう 飼1・"み 漏 タトr・1・a5・°t請.
多 イ竃麟 が 補 剛 偏 封3　 Y　VNう 亭姓 　 *T・a・e・ta・i,B.T.,　 E.」.Smith,　 Je哩,・ 〃2,1977
coγ しsigterしtで あ ヅ.
コ ー ラ ス カ・ご与一午 面 内 イ云
播1噸 い イ云播 観 て い
}こ鴻 詞 砺 璋 　 　 　 i
、il]t"T)　 協… 品 ・1レわ 士3。 まk、 午 後 側
の ・ つ フ、{躍 牌 が
低 い こ ヒ か ら 、 与 前 側
に 比 べ'弓曇 罵.が'弓ら い:τ
ガ 予 想 さ1れ 、 ‡也 」二'こ十
分 到 達 で き な い こ て が'
煮 え ら ホ る.(ユ)1こ
っ レヘ てー 、:プ ミ ・ソ シ ョ ン
の相聞O議 論 を よソ定
ロー9'イヒす!た め〔て、ELF
-VL戸 工ミ ッ シ ョン の
績丁窪 、 ±也上間 で の 入ベ
ク トル形 の 比 重支 を行 い,






















置2髄 噸1躯 峡 ・ミ 。 シ 。 ン ・入 へ・ク ト ル ぱ 線)と 地
上 て噸 測 働 た 入へ・ηFlレ(煮 、線.璋 閤 角 に 時 燵 動 しf"い.)
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9坂 翁 介,糸 長 雅 弘,下 京政 志,石 津美津雄,北 村 泰一(九 大 理)
1?ワ94τ1月 「2日 よ り熊本 具 阿 劇 ミ議 鯉 磁 力 計 鰭 賦 し、 常 時観 測ll　vaす合し
た 。 こkに よ り、 従 来 のβQUエP磁 力 計観 測 に おけ る デ㌧ タ不2h・"解 消 融.、 よリ安
定ノ性 の 高 い解 析 結 果 が 鳩skる も の ζ期 待 さ坂6。
解粕 纐 期 年5～1s。 紗 のも9玄 対象乙した。 科 高級階 で'話 翻 倒 力戦 恥 鋤 ・な
こ ζば 言え ないが＼ 復し来駄 々カぐ幸憂苦して きた電食皇層 交々集'ま現 形ム.てい う(図)。
① 電 離 昂 り出 現 に辞rJフ てi)成 分、が増 大 チる 。
② を れ に俸 な ク て 偏i波 主 軸 り方 向が ・9fcす6.即s、 電 離 昂 り 出頭 蔵でIls主
軸 はlfぼ 南#;Efaい て い るゐ"、 出現綬 で'ま よ り東 西 に 嗅 ＼。
講演で ば詳 しい結果 迄報 苔す る ζ伴 に、笛牽な理 論的薦 寮毛加 えた いて思 う。
図.ハ 「ワ ー δ〉比 ℃偏 シ野土 車曳の 方イセ角。
0°ば 南 ゴ乙、 十 は 北 東 、 一 ば≠し西.
電 離 局(FσE)の 出現(点 線)に
倦 ・、9成 分が 増 大 し偏 波 主軸 ゐ汽 西
に 大 包 く傾 く:℃ 案元、して ・偽 。
9
lc
平低 緯 度 蚕 ぴ 高 義 度'こ 掛 け5「1工 型 脈く動 の 対 比d)
一 中イ吐1軽度R・ ⊥型琳く動 町1‡寺権 か5糎 定 －i5象 動の 癸 生ノ預本 家び/iz　RsAse　ms　,;っuて 一
地 磁 気 雇 見場ll所 河 村 誌 ・桑 島 正#テ ト 谷/主
脈 勤 評 イ峰 勧 請 鞭 … た5恥 ㍊ パ ・ ・ に ・ 蠣 よ… 惚 ・舳 ら
艶 本 で・ん 八2rv・れ 紺 碧1に}忙 ・ 研 賞 今 歴 史b$∪ 。　 WLYひ 徹 や、久 しwレ、k).Ne.い 、、娩 匙(Nc4)う ・ひ・
し つ・・ こ 鳩 で 幅 識 噛 くt・;・,谷 たFお 睡A山 江 。融(献)1.T;-31ぎ 咽 じ 戦 底(一`tt'x--z+g・)
聾 、度 凝 固　v　・o雇曼seg華 実.㌔EkにLた 融 祈 に ∫ミ で 躯 ノ度>S'向'こ けビ～DS-0・,こ 　 tht=,'zヰ 仁 、て香 り、
イt副司 ヒ あ り 、 沢 世 界 的'・ 正見象 皮 こ ろ λ ミ 試 ㌧嵜R工 う 軽 度 勃 呆 を 鳶国 ・x・・}・11=9}都 告 で あ.5.,
,9栽 ・不 † 今 τ噛Sし 考 λ　d　Tt　 こ 司 ∫ う后 糠 トMβt?し 副 い1),e・ ・f・iい 恥 渡 ヒ'こiり 、
J・t'・11・4)i'・…;、 キ 仕 種 度 と 高 籍 度 とで・各 々 払 劉`生 の 転 覆 禍 ・肩 勾Z鳶1司^1….')t}.,
雇夏場ll　t　'Aる 　 Pc脈 動 町情 性 芝 ナ‡ttこ せ5こv;5,(,19natrA∠+Acり1り耳 聞t=っLtl、 　 1しいv、S・ ζ
袈 燧 機 箱 を 鞭 －S・5」二碗 立 茶5こ と と 日 賄 い 壬Aレ 武 ～・↓ 汰1、 雇亙3馴 鳥 で1同 時tL雁9魂 弓
柄 決 め マ ∪5・ 前 翅 礪 噛 沁 ・'ウ"こPt「:P・ ・,こ… マ・ ・い ・一 －P－ 七… を
Z'N;3.[)vいpぷ こ・…F-k鳳 呼 な ・峨 ・Ei}-T>t,Nsぶ 嘲 禰 才肩5・
織 以 心 木 舗 ・P・b,,t今 肋P・.… 縣 を ノ湾 賄 い ・川 ・i-・ 「・ 士 嚇 戦
い 別Z ,　sR7tn　 i¥　T・の 鰍 梓 課 を 雛 窃 、S,・ に 黒 点 モ い 射 て 酎 時 世 め1こ た ザ.次 つ
本 講 演 で・ilヰ 佃 糖 度P・ 上 η 特 性 亙 、 入n汰 り 段 陀 て1てPζloヰ[じ つ司靹 にt昼 を よ唱 て
書舗 ビ1詠 高 榊 ・R⊥ ・・ 特 慨 キu鵠 ～・ い ・・ ま ・1[いP山 脚 … 戸 モeq　Y-・u(t
P・1・nl肩 却 巳 彦 イ岬 生娘 帷1・,つ ・'吋中 イ丘 経 度Pc1.・O夏 苛味 方 場、て{マ 令喰 うt^
と ・て り ～ ・1).日1　 ・n　kaRrg,lk　 t生 殺 関 條 に"言 今 璃 キ 定 で あS,
・sA… ㌦,し ・‥ 雇 贈1戚 戚て・ λ ち・t…"k.k・ こつu11
ヒt転 ず5こkで あ5。 図 に 日 本 雁璽Sl焦 サ輔ll
(Mレ閨 ・り1!14a.庶 と 、At..i.t～,、..e.C,.う励 測 点、ヤ.の
イ上 置.閏 イ未 定 〒・'弐.
本 譜 薄 で't9、-3・Tキ イ丘栽 度,こ 赤・けs.R1
破 側IS・1こ …'(,梱B‥ 斗3'・.ユ ・`1・1'1・)　・'　 GE。1　AGNETIC　 L。CATI。N　。F　THE　STATIOVS
IV'eu・-c'cしxeCC(ix・C.A;-9C・S'、2L2'S".e・).H・ 沽 イ・決2..224。 ・
じバトあ
(トlcp～ 　:　 一～/.4ヂ,,22K-・ ピ'ノ ノこ ・ノL[て ノ9E.7二 尋6ノ 亨一 〇
・・晒 多い ユ輔'・ …'・ 鯨鳶柚 噸 柱.4ぴWh『 ・魎 寵 ,・ ・
練 を 融 お ・P・1の 辻・蛸 良蔭・ 暗 亡　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 K:>LTN
∵'x,,A`;㍗ ㌻ ㍗ ∵11111㌫ ㌫ ∵,-6。.竺.診 塾 、26・・
・監 ズニiコ ソL(",、へLr.c、 、く 一し・・c4.h_c"・9享RイRil'こMCQ＼'＼
th'),燈 仙liL-　 "く ・:、維 ジ ♂ 癸13樋 葭}コ ジ心 ラ お,＼
こ ハ}、 じ ズ1這あ 一し 殖 録 し た 「・べLb辻 ・.理.D
自 愛 イし1り"・みSlk)bこ て1コ 、 こ小1ハ ノ融 当11点 ユ・f:IF
竺hLた τ)ビL1/径 駐当iい マv弍 こセ 玉 言、可 二も・りて
,考 久rg'、 ミ でー 嵩 ～うa　 tstl二 くれ しく ∈}ミ1イ吐 を
tt髄 講Jx　'r　 轄 民 ・ザ イtrくr#rsぼ ・ひ 「手)ミ りx(T:
顧n… のP・ ⊥の 熟 三し モ 祠 、ei・,}.・,64S,Q
'こな91ボ ・　IN　　魔 殉P震14N?t;)fわ ・の シ凧 ・享 受り舞さ
判 物 ・ 知 バ 茶 気 考 μ ホふ 、
ー STAT|ON GEOト1AGLAT. LONG L
c.　MMB CONＬUGATE　 OFMEMAト18εTSU
一34 .3 2097 15
MUN
一一－
MUNDAR[NG 一433 1879 19
V胴R WOOMERA 一413 2114 13
NCA NE"℃ASTLE 一408 2280 18
AUC AUCKLANO 一406 2534 17
LTN LAUNCεSToN 一498 2228 24
HO3 HODART 一514 226.0 26
MCQ MACQUARIE　 ISL一608 244.2 42
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日キ イ峰 度'1;Z-LKt・高 稽 劇 ・ 加 ナ,:)Pc⊥ 型 脈 動 の 特 性 痢 ・ヒ 凶
一 木亟 え 弗,こ ま・け5　 PC　d_一
芸實農㍗冑1詣 邊 篇 欝 繰N村 請
輪 雛 のP弓 鳴 憬 鴫 が と、 今 討 ・1ユin$9'ljs産め醸 仙 ・つ・1て、
福神 ・P。蜆 嫡 贔 醐 恥 祠 場合う・ し・駐 は 注 飢 噛 な 回 廊 苛 燵
あ5。 例 え ぽ 　 P・Lの 出 現 頻 度 の 暖 ・し を
み 参 と 、 中低 輯 度 ぜ は 良 士 色 止 現 樋)勤 懐 剣
ゲ5珊 け>i'iこ 量 丈.'二 な 喜c,)'こ 揖{て 、 高 松)芝
マ)N(9よ ・L3P・1・T)上 弓Llコ 看 イtyiLふ ＼}1量 醜 で
本.～ 。 又Pct¢,刺 し・薗 齢 を とり・Zbtzf,、 ヰ危緯 度
エ)'1・コ ～1,2茸 タ 伯 ・」丘 σ)現 象 てサ・ヲ9り ηノニ5?'-1]tて、
高 轄 」度 で133～ 午4ウ っ 現 寡.ヵ1・ タタK7(〉星lj-il跡 義,
しろ・(、 こ木 くのV(.XIS　 苛 邸10Pc上 玉 ノ方遮 冴5
izigこ/ki)7三 モのZ'・ あ)た,平 で亘轄 、蔭 の 「)`⊥は
よ
タイつ"F手 管 ～1れて 人1ミ6"(高 壽長 房'こ つuzに ∫、
夕k硫 必
躰(lrl7f」1・ エ ・'zeヲ タく・ ヲィ・・の 畷 .
ザ'石 庭 す ミ こZ－ サ 書移篠 さ 蘇1ふ り 含厨く ・分 類
し た 上 で ヒd駐 右5LS,?・9b,・.ij.}。
Xこ てr・{9∩1卑,lqo9.昇9ユ 一字 悶'二}hた7て
且直中 瑳 ‡也( .ち'「 の で 、tW遭ilこ1ト た{)、 ⊥.'こ つuz,
:}一 大 ス 八。クト う∠s亙 イ侯ふ し、 ・しオ、5の
ス・玉つ トう∠・1こe}・)じ ・1-IzH .}卑 に 正見A}
PcL内 含 麺 委 イ †,た.。 λの 含 ・餐 イ訓 左 図 た
弄・kマ 人1～,高 稽 」咳D「 ㌃L'二 つuて 、 に2.一.D
～Lb　 得F－ こ イδ け ～ こz　 s"で'き 」～,め う5、
精 に9tsく 士 班 堺S　 eqは 　 HM{ノ え ぴ勺 レ5と
叫 ぱ ・n}Kミ モ の て'・,こ の 現 象b蚕 イ皇1いこ.9タ ぐ
K申 し・1同軸 仁　 trt鶉6づ 妄 り 。 高 輯 度P、 ・⊥.の
唇 イ曼)1で・の 顕 素 層唇 歯、縛Lのpeak.　 ,1コー HM(玖 ρ'臨4
1こ よ3て こ ～ ザ'ナ 、き ・ノ と 考 え －t}り 左1`う ・う.
又 高 卑幻 妻1こ ま ・uユ1コ 、 昼 イ釧 のP・t・'h'cヒtPt弓
水1♂ ・ 歩tノ に－it.よ 、/夜 イ則ttモ 　 Pc!は 蒋 石 弓 言・う"ξ
こJh・は　 HNI　 PCtvkc・cL{'e　 ezaes"s(on　 あ5Lバ9
H　tvi　 しい・ムい しし し'こ よ ミ と 考 λ ～小5。 こ 。)
ユ ー)t;tt!亀 牽1園 亙Rt .IE蔓づ・く ヌ 五井け'2'こ
の
上 肢9「e"一 隆 七 言qな ・ご1中 低 義 鳶 て"タタく
白 く小5玉 昆象 ・ノニ 気‡応 、べしk)5干 う－Z.'・お.S-..,
、し1ト ～OP峯 虞 は 、　 P(　 LOP資 性 今旦域 ・　・(t　lziFli;、
輔 養繰 ・吋 応㌧憧 幽 ・酬p峡 ・仙 ・・
さSlこ 高 塘 葭 微 動 ～ つ モのe考 え ミ 妙 毎 つ
曳5こ ・も をi・ 唆 ℃て ∪5.,
各 タ6つ 。 ノこ つL}て,式 亀 一ピ 布)てel>.,L5,,
又 高 飛 一度Pc土9ゑ タイ γ う モ η サ'(」 地 磁 気 巻 動 度
やR転8C{・LV'L・e…Ctc,)癸 蓬i;t"o」}う1こ
緬 「しV玉 サ'こ つt)一 し ε 誘因 ・、・1Wた.k,。
μ ㍑
・み 訂:屍 痂 汕"一 埣
VLF拗{一 己例 ・sム ・t/Ke.-2Hxez'-L・e.i・ 一.ペチ
ノし`L'・N(6e-uかd'・1一 ユHS/　 Rk・P・　 Y・orAc・・S・







　 　 　 〔Driftt[n9)
11門Perlcdlc　 E.噛11sslcn


















地 嘘気色艘ll所 桑 島正キ
P・29・ ぷ ・。畑 … め ・イ羊・て.名4・ 屹 ・Fザ ・KH-as・'tsて ・ 癸1叫 泣 タ箋の 醐 を
纏 え 串 轄 刺 丘 緯 度'ゴ5広bxA-,二 わ　teiて も た?・2bl・ 潅 腸1に ・鳩 。 ・P・29キlit6　 9
thp.aN5。 　 ・う・・P。21ゴ 是 庄 領 域 か 広 ・,煮ig'kaal　 Sl　xi}L　 s　tr、　 。t・、 L・.、泌(・ ひ ・ノ ・・e.k・O
に 礼 つ 波 動 特 性 亙Gli　 $ゲ'こ 可3に は 、 高 稽
　　　 ら
反 か ≦ ヰ 低 鱈 度1こ 至 る 句 点 櫻 」旦1ほ 蛯 竃tし 、
文 鳥 え 串 で ・榎 ラ昼11こ 汰 る 弦 月1(季61g、 　 CtC・'ICPへ混
㌍ ・・山")電 襯 へ ・ ル ・'・ノcuxnt　774　FE"P　 '・ 一;ドて
1生 干 ミ 局 所 句 な 不 規 旦1i変 イ{Lう ・渡 季ろ 飯/方'こ 重k・x
可S煮1こ 曳 づ け 仁一 ル眈eヨ 山 ・七 与d・ ・4⊂Ut・vt・こ・v?.
tr31)徒 罪 つB.(i・ ・しthM・L…　 -　Tb-vkel　 si－ 驚 っ
ス へ・ ク ト1し 命 中 法 で13　 tAb　 t#孝6R%」 二 げ ぷ
こtづ 、・で ミ 有 ・}CJビu)理 由f=さ り.ま た'・1こ
キfpil　 mP司 是亘 ザ'タヌ リ 。
山 上　 ;b　Jう 有 論 点 を 文 月度 尋3乏 き に 、)極 芝
あ
牢　Ot宥 り』,け烹、-L.ILあ1～ 血書加 基 地 し三～汽 ・)と、>t爪'c
I訥 咽 じづ1〒 線 ・こ邊 、 て 高 」剛 度1・ イ躍i'i3
斗 ず ぽ 尊 竣1⊂MZ]H)で ・誘 導 磁 プ〕 言十 に 」)て 同 彗
勧 判 こhた よ・よatrt・ ・u・I」 、 ・ ・ ユ ・擁 姻 憶 、
と1}・.コ,N　fEl　us書 椥 。SD　 ,・ 　 /lti　ee禍1釦・・M9
屠曳三§1D烹　 5ANAE(5融)ノ 　 Itlじv恥 い・しい(HeQ))」 試`・℃
参 照 して　 Pa9浮 動!靖 帷 の 爾 才午 を'6at・・rlマEた 、.
こ の 午 つ の 馳 遡1僑 一 春L=　 rz・　S'　方'S　 L=pgにf)た)(
抽 い ふ ヅ 　 x　s・・AC… 　 "・　t,')・s　p2asnAs・kpe".・tsu:)
・kORを 心→,～上 で唾 笥 ち 履 測 点 で・あ,5,又
極 支 帯1こ よ ・,↑ ミl　P.こユ つ 黄綬 ・1佳tー つLl　 てtま か
た †ー今「1こ 局 員身trtこ1hてq有kt　 ろh、　 Sヤo　 tJ・,
顛i瓢 ・こ あ5R・ 郷 ・議(?i・ ヤ)・ 献 ・ と モ
ヒt$4ミ こエi;　 IS・　,　'C　 ts/・,z　q3　",xx　 Gft～ う・/・as
こ し 七 試 ・.LMエ ・1;5,魚 拓 ミ乞 に つ　 Ltて ◎ 、
駄 や 鋼 に 心 見 り'けLル …2・X・v'}Pe
(9〈XeC.6t7Cしな6ts　 に つLt－ 己tg.　 量 」ヒし1霜 繁tナ 融 う小1、 ㌧～
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Pctと 成 るネ重のPλ1-　VLFシ 皮動 の、発}生 機・構 にゴ
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物 場 の磁 場 の 強度 の 受動 が 果 噺 史劇1終 わ ・・
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永 下 良雄 峯,乎 ラ嫡 男**,粧 藤 夏雄xx,　 芳野走t夫`
(・ 電通 ナ㍉ 隷極地 研)
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ろこ 乙は、① 地磁 気の θ灰 分 とし一ダの工づ 〉。
あ　 　
一 強 皮 ぱ 良 く 一 飲 して い る。 ② プ し一 クア ッ 奮 §
やコ し
フ'eaeQeSにt± 、 フォ トメ ー タ とL－ ブ エ コーf婁
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詳 しい 錆果 、・一,いZ憾 諸 歳 当 日1こ締 すb。
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識 《 ↓s,カ ナe"　 op　T),eLPt./zz-〈cen'ゼ/97S;Sp　 gfi
9θ,9　 nt　uT・ ゴ ブ 糾 一 ム ド ィ苧 うtsg}r}
rtt-¢ ラ メ 名 バ ー ス ト リ 気 球 フ観 測 老4テP表
白 〕,オ ーt2ラ メ 線.の エ ネ`し ギ ーt;/SA-8S
夷eγ ゼ あ;.9Ru-τt=,観 渡りx　`IL　Tz　,　オ ー 、2
つ × 報綴 嗅膠 の ・一&3z"あ3鉱 直 方 の じ クoヶ ら
全 狼 輸 燐 ・ お ピ`φx!・ ・L・K祓 エ(T2)1球
}カ ウ ン ト の 畦 間 憂 イヒ 芝 矛!働`・ 示 す,
/9クS卑 チX3UTt2`Sノ静 」ン衛 嵯ATS-6赫
丁・L…v¢os・tt大 体 地 磁 気.咲 興 β 、4-一,z－あ っ九.
1地 磁 気 某4超 文の 解 赫 匡 は ノ 寂 々6オ ーPラ ×
媒!)観 唄リデ'一 女t装k,4'τ$-6上 一で'観 磯1卜 ・Pt
匹 あ エ ネ{し ギ ー 亀 チ,フ ラ゜ ズ マ 擬 与 、磁 場 ろ
テ㌧5E(9・ ・T・.4τ ぶ8位 躍 ・孟・、t}あ エ
ネ'レ ギ 一 毫 みtTAm・sp・de'・v碓 迩 ド ポ し†　tsオ'
VラX痴 り相 聞 閏4黍 てOケ!2へ 〆072タ θ 丁`Lつ
・、Z囎 べ 瓦d6!`7U1'ti・AτS-6の 縁 束 串?"
あ つPt.　 労 ユ 虞`工 示 す 浜 〉 ほuaつ^蔭 間 嘩fこ
へ
つ い て勅 園{継 毛払 め 危,
政 理 台賄 髄 畑 野編 鵠 デ ・い り ・・て 磁
力妹許 壱描?r.A"v$-6ti・ ち蔑 φ線 一・璋 伝 フて
:ご篇11蕊鷺1讐麟驚騙㌶ζ
慧濤 禮 ㌫ 綴 纂::鷺㍍
り蒔 内 妻.イtE昆 ↑～,Lの 一イヨリ毛)i73。n>、 甥
蘭・～弄 ず.










矛 ユ 図　 oSI2・ し072?UT,・IJ・tナ5,オ ーロラ/X練 ・C
AT∫-6・ 塾 拗 問 ・四 脚 磁@時 間 動 じ・
望 線 ミEし=28・ し3∫ 逐eVジ ピ・ノチ角 £30°
ウ ゆ
」畝 線 こZ≡c=30～ ∫64a7^ジ ピ ソチ 角 ニクタ ～ アo
オーPラX魏t傷 手 ネ`し キ㌧ 電ナ ・　itv2Eり
三改 蝋 堪 噌 岬 馳 匿 ・磁 φ難 ず稼 げ ・糊 ・・蜘 ・ モデ'し 畔3崖 φ線 ・描 像 も
短 ソノ え人z"'」lvσ・湯 宿tt　誘tナ〉挑L
ロコ　ユ 　　　
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売 噸 τん岬 ・。～t27S-.9'sgUＴ ・=a,,†滝 誠 観 測
才 一¢ラ × 繰9畦 間 文 イくLt
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磁 伝 緯 友 入 猟7忘 用"7～tt,t・Lt;"lt3
五 ・・.番F、4滋'威 弓ヂ ・9t3・ ・aa・e－
伝 麻 の短 時 間 故 事 が 問 題 ヒtv　 s.
e?・PtiOt"8、6ユRepf2t近9・ ・u・jpmZ}・ta・k2
で1お 磁 力 蘇A方 向jt　 奇・道 面`ユ 坪イア
Ze・ZrCO1・ 考 フ マ い3.
参 ・考 文 献
Lコ コ 海 解 ㌍ 扁aJI　 Aノ ソJ,　 Gedv(v,
合縁 ゐ β 。、963一 ζ8Z.IQt79.
2エ
電ンぞ研 究所平磯 支戸咋 丸橋 克英 ・稽}弁隆 広雄
地磁 気 翻U繍 駆 脾 魏 厳 的大X見榎 な 聯7射 し:大 難 点 鯛 司内顧 し,太F鯉 、
じ口 紅 と磁'ft圏 ・の秘 作1和 ほ ・ て起 こ 綱 要澗 の勃C,醐 磁 力線 構 造 と力
さ畑 現 象 て"Z95'5.地 磁 気 あ ラtφ 原 因 とな 噺 本
3太 陽 風 じ↓フ乱 の主要 な切 と1て,X.陽3)地 球近 衛 ・お ・下る太 陽 磁 場 ヒ太陽 コ ・
フ レア1く 伴 ・ て発 生 す3じ 戸 乱 と,共 回転
高 速 流(　 Corc・ 依t纐 ゴ1-ligお 一9e　tpee({　Si¥rcam)
が 周'司o太 陽 風 と祖 互 作 用iて つ く3じ,」 フ
香しの2つvM'1の 為在 が確 認 され て い3.こ の
2つ の原 因 に よ つ て起 こさ れ る.地磁 気hら し
吋 そ れ ぞ 眈 ブ レア}生 地磁 気 あ ら ・,回 帰 い3
性 地磁 気 あ 杣tOjl・'・ixL,雌 気 恥 し全 体 本場 騙 舶 ・ら約 ン シ マ'崎1・ よ一 て言博
の欠部 分 ・t占 駅 い3.ワ げ 性 地gM気 あ ら ぐれ た 却 易コiつ アth力 線 ア ト):〈 で"}5.5.そ
しtJ,　 当然㍉ 太 陽 フ レアo"歩 愛摩 す3太 陽2舌 重力 の デ ー タ は19b-9年8月 η・ら/`17':3年1月 に
」¢乾期1ゆ くJtdi枳 が,す べ て ♂太 陽 フ レ ま で 肌 で い3。 今 回 碑 稔 て'tg　LSCの 夏綱
ア が地 磁 気。あ ら し乏起 こ才わ1丁 で131な い 。 そ の う54つ の興 味 あ5莫 月間 を選 ん で,コiフ ナ
こ で、 地磁 気 あ ら しの原 因 とな 球 筋 ワ レ7磁 場 が 閉vr;」1{造 に な ・ て ・・3領 域 臼 ぴt
グ特 徴 を調 べ5こ 乙が 重要 ド な ジ そv4た め 地 磁 気 擁 力とct較 稲 。4つ の期 間 ・,〈 れ
の試 みi3　 1GYの 前後 に精 ヵ的 に行 わAノ 主 そ れ の特 徴 ほ 次 ♂遜レ)で あ3。
舛 φ磁 場 構 造 の 関係:太 陽 フ ・ア顔 攻
の水 平磁 場 ζ地球 近 傍 の 南 ゴし成分 ,づ ロ
アボ ーレ の/極.}生と 南メこ成 分
これ ら♂ 問 題 乏調 べ3の に有 国 な デ㌧ タが
New}　 k　i"　rkそu5　 'ittZ　v'人 達 に ∫ っ て提 侠 ぐれ て
.そnigウ4ル ソ ン天 文 台 で観 測 され た
乙 して メ ー い レ波 帯 ρ π 働 正型 の電 ラ庭 ぐ一 り
ス ト 臼 軒 よ ラ な 太陽 づ レア ピ地 磁 気 あ ら し
の発 生 乙の 帥 く強 い閏 峰 が あ る こ とが 示 され
斥 、 一 方ノ 回期 性 地 磁 気 あ ら しは 太陽 洛 動 の
減 噸 肋 ・う醐 ・期 ・・カ・1プて多 く磨 臼3こ と2)
が知 られ て い3カ ㍉ 特1・K陽 ラ畜勧Nσz・ グ
後 半期,回 帰性.嘔 気 あ らLの 卓 越 し尺 暇 日
1く,OSO-7ノ ス カイ ラ ブ等 比 よ ・}遠紫 タ1'
線 、軟X綻2太 陽鏡 ン則 が な され ノ ゴロ ア ホ ー3)
・レ(C・ ・'・n・・1H。j・)乙 鮪3徹 纐 域 パ 共
回 転 高速 流 のロ欠 き私 し口 とtて 確 認 され1:。
我?ig,1976年 風 後 に起 き1く地磁 気 あ り
い ・つ い て、原 因1・ な 璋 とf,kら れ 多太 陽4)
ワ レア ノ コ ロプ ホ ール 芝'同定q,3ξ 式み Σ続1ア
てい ㍍ そ 酵 鐸 ど ・て,次 の 鯖 今 ア隻の研
究ξ果顧 とiて 挙`ブ3,こ と η"て^き るu
り 太陽 つ レア ・地磁 気 あ う ・桝 た に つい 現 磋 び 子株 書 い てい るMki、 でiz5
ての総2ナ の 見 直 し:寿 ・命.fi短 ㌧、づロ アー ・十
一 ル に よ5突 発 性 地磁 気 あ ら しの梅 丘
,
兵 団1転 高fL流 とフ レ ア磧 菰 の7・ ラ ズ マ雲
Pt'i昆劇r.よ3区 別 可 能
λ)コ ロア ラ仁一 ル と♪セ乙石巌気 あ らtの 関 下系}グ・長
195ワ ー19601太 陽 活動lgcこ 藪 的 活発
有日手夏日で あ ・た が,地 磁 気 じ 」 フ乱 φ回
帰性 い ・な り高 い.コ ロす ボ ー1レPt$,4
が ビ の手量度 あ ・た カ・、
!962-1965-:ズく陽 ラ踊 初の減 拘 期 η・ら
極 小期 に かげ ての期 間 であ ワ,地 磁 気 しき
う香しノ回 帰 性 ほ高 い.太 陽 望、煮、周堀Nα
ZO　 の1ξ1時期 と7,cし 較 が曖 昧 深 い.
1967-1ラ6言1出 版 され て い3太 陽 風.
デ ー タ ヵ・"ct二較6ヲ ・Fく そzっ っ《い3夏 日肩明てL
珂,誓 い ・比 較 η呵 能 であ ㍍}弓 師 ・
太陽 黒 点 秘 犬期 に近 い.
ig72-fOl73:0SC-7♂ 遠 緊タト線
に.F5太 陽 観 測 デ ー タ が 存 石二三「3。 コ ρ
ア磁 刀線 の計 算 結 果 硲信 頼 性 η"チ エツ ク
でき3.
こ
と 塒 春期 齢 ・磁 π 霰 が 閉 、、た 領 域 が認 め ら
Aノ 従 ・ て、 コ ロ アホ ー1レ 漁長 期 憂 化 に つ い




工MFが 北 向 ミ の β考 の サ プ ス トー ム
へ
京 大 ・理 学 部
象 森俊彦 ・前 田坦
離 間磁 場(エMF)・ ・」bか 輔 向 き1透 化 う 破 化 ・斜 力… つ1ほ 鍋 諫 ・ ・ls、物
す5と サ フ・スF－ ム が 起 き5こ 乙{d良 く突oう 結 果這 報 告 す5。 解析 ぢ ゑ19.Qず ノ763一
担N'51・"、 北 向 乏 ・状 態 ・綱 で,も サ ・"k〃7鉋 斑(h。 ・17・1・e)・・tnp・誠 埣(kl・a,197s)
・鐡 … る ・ ・刺 繍 砧 芝用11・ 、 工作 踊 か;ナb艇 噛 め り、 そトーム は頻 繁
キ旨才菌a　 ・itして・乏 た 。(Nisk・Ua、le7t、i77z;メlk・a5。手",1?73).
工MF　 n・節 乏 向 くtイ 司 古文 サ7・ スF－ ム ォ"起 乏3
の ク・ とuう 如 ・関 す る 一 纏 幅 考 え方 は 、
南 乏 向 ・ こ ・1・ よ 。 ・、 太 陽 風 ・・5磁 気 圏 へ
の エ)・uギ えー 入 量 が囎 太 い 磁 気 圏 醐1・
の1で態 が5時 間 以 上 持 続 する胸 間 毛玉輩 み一出 す
(S+蜘).・ い 中織(締)・ 剛 品 ・
pma∂net・8ra,A　 E見 て、 北 向 乏 ・期 間 ・裂 生 し
Σ選 び ね い 二Sk　[・tエtl　るP£ λ・P"ls久tloハ
・z 、 そ ・期 間 ・ サ ブ・ス ト ・ム 発1圭 個 数 ε
鵜 芝蝦 井1レ ギー噛 加 ア5・ ・i」・"原因7・SSIX39.す ・・hS、P・;z・ 緋1始 … り7"ス トーム、
る ・拍t・ ・i・65.(Aka、 。杞 ・・…tの.こ の ・開 微 賎 鱈 、 繍 顧 さ ・ ・1・s… 、
考 塒 ・ 自然 ゐ帰結 し ・マ、 エMFが ブひ 変 わ 工肝 が靹 ・ら大 向 乏1・ 繍 ・t・熊 、ガ・S　OP
活 後 も、 余 加 工礼 キ㌧ 杜 ㍊1毒 在 龍 サブ・ス ト午 紅 熟 一輔 当リ)畷 化 ぱ め
限 ・)サプ スト仏 は起 りつつけ5・"わXk…b.(下 図).二el・・　t・　Sる と、 北 芝向 ・た後 ・ サフ・
m・ ・ る(Ak。 、。;、、,te・5;K。.la.、1耐.づ 、11・IFストーム 麩 率 か 湖 ・弾 語 に ・璋 沙 也 ず・、
ガ枇 艇 ・・e,edau・ ・d・で・・r・・・・…t;・ 舳 起 。 ・,Lt.・・AS{1・ τ・日韓1、 カ・纐3晴 間 椥 ・極1・i・IG
・t}・ 、 先 触 ・状態 吋 ま5z(・t・・F)禰 ケ 璋 獣 肉 砂 齢 ・、 粥 剛 が δ暗 闇 勧
しz6、 鯛 りt。i巨 磁 劇}蜘 ・増 加 して、 む 、い 方 ヒ㌧ ク が・τ瞠 る.こ ・結 果 は、
-v'フ・スk－ ム 醗 胴 多 と の 彦 妨z・ ある.サ7・ スト弘 免1主 動 磁 姻 曲 ・蓄積2kて1'
(Ni・肱1?7・).Zの13v・ 　JMF枕 向 き 芝保,る 余 舳 工え1レキ㌧ ・量 ヒ依 存 しz・ う と1)〉
縛gStb・ 滅 ケ す5・ 、最 近 強 ・先 願 の時 系 妨(K・ ・ide、1977.)・・id説 ・肘 劔 ・。 む し う
・起 き る ・曲 れ 峙 逆 鯖 ・　C・nve・ti・nエMF刀 禰 解 の脚pl　 a・m・　sheet　 l・　S)　5　ee　・
(1噸 とい ・州 ・・∂一 、1"りt・ ・St。1・し・Yフ"ス ド さ蠕 動 碗 多・麟 閻(～8い 劇 、 そalk
岬 蠣 ・バ め と の 説 幅 加,・嶋 ・メレト)カ ・勧 触 噸 ・葛 つ た め咽 ・ い 嚇 融
緬5。 傷5嶋 のZ・　le　re　nか と、亀 わ 媛 。 サie　deち 、
我 肋 諏 れ エMF・B・　 ヒ雌 鍍 重力07・X.F-L,の 囎 酬 ・関係 鱈 のrsttz)uei・
の時 閻 的 対 応 乙鋼Tb二 と1・ よ り、　 Bzの 変動 蓄 積 さWtた エネ1レキ㌧ の量 でi」　le　(　、　plasmaskee't
te　V'フ・スk－ ム 噂 に 磁 姻 内1・ 葛趨 之鰯 のイ恥 ク・鴫 乏z・gF)b・ ・ 蘇 唆 して・ る。
　
エ」i"・一 の増 減 噛 ・ ・の欄 遅 しzv5　 a)
Z'・・}r6・ 、 よ リ 直 物 ・ サ ノー ・F・ ム の't・ 樒
tneoMnls,,tと 関 ・倹 し エuる う　v　t}　こ しE示 唆3
るDく つ か ・糸課 ε 得'乙5た.すle　 lO　S、
β乏が 南 乏 向 く こ と に よ56(ωn-to　 -　(lt,CSい菱ζ:場
1こよ,　 Z　 piaSPta弘e・ 七 に4崎 圏 前 後 の 時 間K
ケ ール ε/a婦SO・ の ・援 動 的 破 動 が 起 り、
獄 椚 ・ワ 日 ・ 輔 ㌍ 暗 輪 伊 ソ く の
71'i・」 な 日 か と思 わkさ。
こ こz・ は、 二 〇kJ乙 ・得 た 結 展 を 乏 ら1二補
ジ 晒 ・・、 エMFが 南 η・ラ北 向 き1竣 イじ し 醐















ル ヒ ヒ　 ダト ししへ し ちキじド コ
豊 警1漂 豊L・
(DS-3/OJA-∠ ト号 機 ・
/(77&昇8月1曾 日,ooA32va43∫(しIT)発身寸。




1979左 千6月{0日,22R56η150s(しノT)発 発射 。
浮き三身く『力 み宣二.他 事亥乞、気 ナヒJ.　Suと)s-t-orrn(ハpre-st∂:(Be,
quartorward　 rnovementす る オ ー ロ ラ(ハ 重力 き1て




発 射 方 位 地 磁 気 北.　 s・b・t・rmptmain-staBe・
m・g・ ・ti・H,-220㌧転 向r。 ・・状 十 日 ラ
に 向 け て 発 射 。 ロ ケ ッ ト に}ほ ぼ 悌 に オ ー ロ
ラ 中 に あIL　 8kla・ 　VLIr　 HiSS　 e・niSSi・ ・.
(iV)S-3∫0コ7＼-7号 機
19ir8ヰ3月2「7L],iCIR/5m5て)s(UT)搭身寸,
発 覚寸方 位 地 磁 気 北 。　 SubstcrmのOnset時。
・卿e+i・H-6cO「 ・B・ ・螂 －typeの オ ー ロ
ラ に ・命 中 人世D、 　 CNA　 -4dB　 (図 之)。8,2,(λ75







S-3ノ(1]JIA－ワ号 磯 発射 時 ハ　all-sky　tam・ra
デー9沽 価 コ上 方がm3・eヤi・ ～・杣















5-3/OJA-7号,機 場巻身寸時 のma3ne†ic　 H
cOrnp・nentお よ びCNAデ ㌧7.
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櫓 縄 繍 電子麟 つ・oファイ'レ　ーNEエ によ請椥 一
索北)く学 理学部
藷橋1歯 剥 ・ 線 覚
知 鋪 極 ロケ ヶト儲5嚇 象 の総合)di)ヒ 雌 下粒 仏 工ネしギ_違1・ 遷
鰍'い 一環 ヒtて イ ンビ一夕'ンヌ ・ア0-es層e別 封 末段 弗 毛のτあ3.紅3号
フ"(NE工)1二 よ3電 子窓 蔑め直特許1則が行 構 のtEb(a}rピンぱ 〃0㎞ 参ζ!90kthたZkrtz
塩鮭 。 二の報告で ・お 偏 で1二NEエ/・ 劇 塵 慶の 集い魁 ・認 あ辣3め ノ・対 して.
よ3直 接計測 によ)で 得 三えたデー9'c美 いS-一、6号etseの」結集 では鰯1さ 索 た/葛覆 すでほ
て種 麹 射 拝 でり.福 礎 葡 囑 繊 度 弾 調 練 ケ 上脇 てIB。 　玖纐 づ 一3{。
ア・フ ァイレt・つ時 細 議 論 した1、.フB穐 ゴ ・て得 味 花つ℃ つ アイル 時
圏1・Za""3・ ゴ 君 禰 酔 バ 、∫一 鶴 争撤 螂 ぺ たポ 榔 れ 函 ・マ ぱ恣 一
3!αアA-3,S・3'OJA-9iび ∫-310XA6号 機7tDJA7ー ユ磯 あ鷲 果逐Uぐ他 顧 堕驚 呆 と4財
1・よ・て 得 ξ続 勧 纈^顧 ア・フ?イfレ 鰭 硫 紀 総 舗 磁 瞬 間 う。
こ家;の 条奮果f窪いす軸表 も、冬!翰4s養見さ示 し宅.
測 で刻.ま 好1・ よ ・て形 離 家3極 域 遭 難 層
の特 徴 Σよ く柔Oj{・ ・)で・B3。 打Sxげ め25。
糠!え1'x、S-3joTA-3水'D:3ξLT(4S°
eMT)静 穏9寺.S-3toコ'A・-SC,及 伏・6号
機 がうξ 　々oltS"g乙 ア,φo"f9乙 τz"1{プ 衷
.{S中裡 ゑ の才一〇 ラ活 動 碑τ涛3。3暑 樽
t,S-,6与 磯 魂 牡 次 鞍nj3t:醐
と話婁ヵ崎 の霞 棚 列違 い φくよく禾 さ弓kて いて
峰 疎深 い。　!!Dktnイ 寸近Aε7/め 電 子密 度値
'よ イ 似 エ遠 い課 して い3Pt'ざ9'二
その高 度毛 見3t、3号 機 の場 合.!06～
ゆSrkmで お のf・　atL.　 仁`書 癖 τ・1峡
々!/2/letn∠ 置6ぐ!!.ζ1-一!㎞ と ガ)7∂ ζ・リ、
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柾 埴ぐ(:古け5磁 層 電 与鑛1(～ 電
三家寛 と右 らんで電離 層 の エネ ルギー
vtge左 議 論 す るうえ に才ヲいZ,1基 本的
々 ハc弓x－ 夕の"一・て"あるに キ・5＼・1つち
ず1信 頼{う ると題 め似ろ 三則 定 ば 高慶
㍑m㌫ あ霊1認 究41巖
土00}ぐm付.i6t-CCお'け る 砂 子 躍 ζ寸,
ぐ(ハ涛波 て"の(krreWtt　 ge+に 寸 そ)　vavale
瓢 織 黙 翻綴
べ か らざ ろハ・ラメ 一夕ど有るガ～ 蝦 去 に
お いて持頼 ごま ると羅 け訳ゐ デ,一夕園 皆
無 マ.Sる と・)・it.る.ざいわ 川 こ1て 戸
本 で ば 南極 張星テ則 隊 の 多智苦労 に 寸・て
世 界 で"いエし・'drフて とし1えるづ弓}顧{う る 肇7
写 盗 食 の}則 定 ノ＼カ さ 葬(た 。
7卜-～ゴ叫 。siUanZ"し 硫5-210JA-2ζ
27,28号 機'elSu・ ・,∫-3」 α」月一ヨ.
4.5,9.7射 却(」 ・て 得 効 た テ"
一夕を 発 表 す る字 定 で あ識 端
の!人(小 山)・ 爪2丘 岡 フF在 て"あ ・
た た め,デ ータ の公表 ぷ 舞 ψた亭 を
ミの場 き お 万・りして 御 ÷を ぴ す ると
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4  i7 )11 h, 11-iffv-,•5(1+ /qy 
117(,,- 76 `.-71_ c;)  3  4 1-bi  1:  IT) 
    'Ytr)(_. •-?, 0
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4.2 x  102 
1.6 x  103 
6.5 x  102 
7.0 x  103 
1.0 x  104 
8.5 x  104 
unreliable
*  Electrons/cm2 .str.sec.  KeV at 50 KeV
26
27
繭 尺 孕 工 学郭 遠 岐 雄 ・青ム 巖
これ 手で 南極 ロゲvノ 臼 二ほ 地磁 気響 動 計 ざく 周期 ぺ長 い の沢 特 徴 で あ う
.ス ピ ♪
(纐 憾lqワ1・Sil-rr,f・1・ ・'f'・h,S"t--z.t・朔 一拷 毛 脚 殼2聯 晩7))。 報1H、 縮 緬
船 ら3c椥 劫 酌 由 羅 蜘4㌔ ・Xl　b/・　v'　z'　fOh.　 鉾 禰1・ 轡 鵠 魂
斗 ・ぼ ピろ コー=・ グ 角 め臼 ゴ,a－ 要ll郷 鋭 ゴ山 勘 鞠 ・確 挿 め1。.r、,;。
二二グ周期 め確 出 色行 な フて きβ.セ の 筆勢 計 の怖 用 れ ケ/おわれて きた.
うら一 し加 年 以 鮎 防 升1・ つ ・・'z・躍 ・ ・で 畦 瞭 か 鞠 結 果 につ、口 述
編 輕 輸 ・不才 ・ ・L"(=.F1)と 纐 べ,舳 也 て鞠 鵡 川極 点1・つ、、て砿
ド ∫ つ('冷 と ん ビ バ コ ー=》 ブ'色 絡 め,5'一 べi!}。







21 JuL,260323〔 〕0315 2.501476
22 JAN.26022000315 2.3ε397∠! SS
23 sEP,130731〔 〕2315 2.0013100
24 AuG,17025∠ ↓28155 2.]21396 MS
25 sEP.0ユ0300'}0315 2.27395 MS
2∈ APR,11ノ ξ7/(」 ざ〕つ2U:ム ξS1,8」 嶋5二
27 AuG.10ユ5勾703135 2.213ε ユ10
28 MARl27　 0ε55302C4ユ.808718





3 JuL,2「183529315 0.9〔≡6220 MS
z! AuG.18ノ'78033243130 0.7119ユ85 HOR





S310型 ロ ケ シFと オ 一 目 ラ ドッ プク ーL－ ダ の同 時観 測
雌 一1・)11蕊彦、黒葛原栄彦 城 多か 人頼 正美
ロ ケ ッ ト発射 嘩「に、オ 一口 ラ ドシプ ラー レ
ーダに よる同時観 ラ副ど行 。左 ので報告 する。
/、S-3tOJA-4号 機 発射 時
L－ ダ ビ ーム磁Z旅商 き向 いて おり、 丁度b
ずほ碁対巳上室(ρ(一{ン9e°♪tす近 〇 三うのエ コー
晒 し・。 鰐 椥 磁 南に匂 ヴて㈱ さ札た の
で、 レーダ ビーム0中 κ ロケ タ トが λ リ同時
鯛 と物 こ乙 が できた・　palに:の 日描5
水たスペ クトル きま す。 ドップ ラー シフ トの
(動 産久省 電!繍 紀前)
言1。 。。旦 ・nge..Timet"'en§i!・.AUG・27・1978エ キ
1∫:
9500.
品 一一 瀕嚥 ∴ 一 轍百度
OL端 緒 闇闇繍 翻■ ■ ■r冒 ■■ ■ ■■■■ ■■ 薗
2155金22002205
　 　 　 　 　 S・310JA-6　 Launching　 Time{UT)
図2.S-310JA-63機 打 上!グ 崎 尺 丁1
六kさ は 小 さい ので'、d竃チ`o運 動 が 庄メβ ド4、S-310JA-79橡発射時
リフ トだeairt3る と、 衆戯 餉 電 場 八 分7考1細 胞 ヒ醐 グ て発射 しko("s
は弱 かった と権 」乞で きる.
2.S-3!ρJA'5暑 綴 発射略
し ゴ
ダ ビ㌧ ム 叶K入Sfi　 vx。 た.こ のθ3のオ ー
OラtS.幽 ζ屑 繭 難 句 わ てSliuし 麦。
このa子tド シプ ラ 一名昆劇 き行 ク た 拭 エ コ 発射 し(約4分 ぞ麦に、 強 い デ1,ス ク リ ー ト ¢
'1:‡ 考ヒ5生 しノ3ま》フた0
3、S-3∬OJA-6ξ 板 舟射 時
コ'が 発 生 し た@こ の 又ベ ク トル と 区]3に そ、
す.運 動 方 向 ぽ磁 北 の方 向 で二 速 度 は約「ルよつ
ド ッフ'ラ ー-　tige'i　tS竹 わ 寸X通 学 のAス コ 　ー rcで あ る.9メ β ド リ7ト 倉 乙仮 定 つ る と、
フ。き己録 と ～克しさt鈷(Rqn3eTime1ハtiensiら ・)をC了つ!2・V/3reV/rtの 面 縛司5の 電 場 が存 在 し て い た
た。 図 ユ に 流 し記 録 と柔 づ 。 距 離300κ 札 付 こ 乙 に β ろ。 この6feOt4、 口 ヶ シ ト で 測 定 し
近 の黒 い野 分 がこエ コー で あ る 。





た貧多/電∫易 リノ5陶 と 一愛ズして い るo
O 500
　 　　 　 　　 　 　　 　 　 YagiAnt.　 6.4sinteg







































































































図 ノ、S-3'oJA_49d模 本丁上1ブ 碕 ノく!ぐ7トJレ
靹 拷 が㊦ の・纐 、 這 さ一偏 ゼ ンXで 、 θ のek4.　 taず くeン ス 鵠 。れ て(・ る。
28
一600-3000300600
　 　 　 　 　 　 Phase　 Veiocity　 (m/s)
よ幻3.S-310JA-7考 織 打 上1グe寺 ズNeク1・ ノレ
29
S-3土O、7A-4.号 機{こ よ 電 極 域 電 僑亀扇 総 合 鰻 剣
玉工鳥 屋蟹 山岸 久雄竺 鶴 田峯一部㌻ 本村盤頑㌻ 融 さ正徳竺 平 三謙 ギ
(ネ東t辱 幅袖 、9t極 地研 ・畑 京 ラ㍉ ・燥危－k空電 研)
鼻1(1沖 南 極 鶴 裏・いt⊃ にS・-B、O翌 日 〒TX、Y,ヌ6SE石1コ.イr・ ピ 一 々 ン ズ
† ッ ト}便 円 し 芒 種 域 電 鷲推 層 総 合 観 測 きL言t亀 ブ ロ ー づ'　L　 ili　、　 P　wP　 t牢,艮 てぐ固 執 鴇{QF
し1三 。 壬見 イ主 邑 降 下 電'壽 に2FJ1ミ オ'～ ロ ラ 誕 生(二&2分割 し こ{識 す一(Rンrイ づt=〉-7E{垂 穂(/匠v
伴 喉 ≡～種7q電 離 層櫓 舌じボ観{則 さ9cZ辛 辛にボ
　 う ヘ ヘ へ の
.芝.Lt・L6)か^ど 〉・ ざ:>t∫ つ フ ス マ 不 や 足 に83
も ・ろti・ モー B目 ら ・lyに 書!・ う が 目 的 ぜ 萩3。 た ミー
～Bモ ・Aと し て,瞬 下 粒3(b-9{.(-XLUし弐{C汎 ノ7
・ ス フ 、 一 、 ド 不 や 亀 、 二 記 体 『ネ や 逗 が 献 葛
、 観 頬i4'項 目 ど(.ご,'丈







電5憲 葭 ・ゐ 釈 し㌔(人"(賦c、 ～
電3温{怠An布
Dc電 場 ら3hV〆 音
Ei　LF「 足t場(;A3昧 令
VLF、hT帯 寵 崖・bQ)電 界t・,k令
VしFT沖{両 磁 堺 吠 令
マLH?轟 電 磁 、投 入'ポ4、,},ン づ 一7ラ
・,7文
才 ー1:〕 ラ 降 下 逝 子
こ 軒 、 鮫 ・ マ 、 写+酬 嚥 、 恒 沽 ぐ ・ 勺 ゲ
ラ7M申 量 感 正 常 ビ 劇i《モ し 、 鰻 測 璃{2亀 ハ




lR二 恒 隣 〔〕 ζ丁 ・・,ト で こ ・ろlt;-3、C,、SA－
キ 呈 機tL・〉 与 が.地 上X-Oう し 一`:i-t八
面 時 報 三則9.試,)ド ～ 芒'tS.磁 薩1ちf鳳 ヘ キ.SLJご ざ
取 セ,し(階 年9中?臼a・ 瞬32令 しロ ーに 細 蛉
恥E口 ㌔ ッ ト 感,層 丁 悟 オ ー ロ ラ1し サ 〆ー ス1・
～ ム1翫 合 時 ヒEu　 r=り ,も7、 一 ぞ 才 □r　lラ
Pt中 へ 命 叫(.,.皇 之 ・八 達匙則 、:式sbしEっ 顧
で
†.メbs)F・.,
ヘ ズLIR牒t仁 ∨ ど・ 咲 く,マtt-s・?.ぺ?6
バ ロ 　 　
テ ヘ ー/「)'ノ1ノ ・ll「7Zて.隊 乏 人ノ ぐ.
lc.1旭 ぱ 磁 レ場i　 }{¥tchas㍗ －q榊 本h緑:卑 け 、 ℃ 編 ≧^迦 べ
ら 里人 ろt㍗ 、 ⊃A1ご.r:'u'"ほxぐ 一く∫Y・"hギ 一一η/バ
℃一い ト1・F・h藁 打 翠 聯 隊 ギ'一 句 ・ス 僻 兼 に ど㌧ハ5i.〉 豚{.・入t　 Pt　 、 仁 方V　 L.t.lt へ'三r-　 tr　、tt－丁
純 如 一 い や 歌 い ご 噌 装い ン リ ー に い ㍉tい.賄 痔 酬 い1-一 －D㍉ い 一 ・1'・一 一・・
ご1到 宜 さq.'(、.。 観 創 端1ぶ 電1澁 セ是 総 合 爾 ご則 鵠R～(bに,Af'矢 フ'メ シ.本 ト メ 　ー ltに 玉3ヤ ーー 口
t-'N　li州 也 、:,愚 問 ・轄 一7芝 マ 職 動 画 庭 鑑PW　γ 硬 鋼 ∴ ∫・ …iJ・ ㌧/デVしF自 聰 融 雲 霞,
P(　 ff,一±tt.脅 迫 六),キ ーtl]う 粧 ～ もt三則 器 三則,-tQ　 aj言 二尊繭h頽 別 音v八'石 τ∫・U庫 下一。
PAR(電 三皮 斑 一 宇1逼 研),電3温 悟 ミペT　 E,
Lいi'　 lp.ii駈),辿虚 言 寺 酔 言+(弍A(i起 一海 士)
.そ し こ 趣 キ 鰻(エ ノ サ 　ー tiしf二(Pい セ ナ)c4
黎f,o/ド 払 、 良 。 二 も ∈＼ ↑・ら 遣1魁 頑[g}t趣9ヘ
イ云 遺 式 琴tミMに.南 極 口 丁 ・!ト?t311kb、 」入 で 入
試)ト と.Lて 、2亀 ・A〒 しK-'ヤ き 搭 載 し.L
つ きパ £ー 衛 星 追 跡 照 〒 し ピDYい 都 言、端 き,宙
・、9ご と に し,こ こ にF卜1迷 子一ヤ ニ ネ1し.ワ
ペ¥・ ベ ン ド2千 ヤ ン 罰 い,膨 た な －f－ マ 童 ε
て皐 ら こ2に 成 τhし τミt)
29
30
S--310rA--4号 オ幾{:よ る高周1皮電 界スハ9クト」レの観 測
大象 竜,暫 間 宏(索 比大理)
を武貞夫(電3重大)
第 岡 次 南極 地醐 剣 厳 にF3ロ ケッ ト実験 にお・v)Z、 羅 顔 電 離層t:1{,t†5高 周波 電
界ス!N・ク ト/レ・の観 劇 芝目的 乙 し1ミPwH装 置 は 、S-310JA-4Kび も呈機 ・1て搭 載 Σれ観9則
E行 なったoこ の う ち、4一号機 ・に麟 芝れたPWH　 ia、 これ手 各の ジ ステム(S-210
ＴA-20,2iKV"S-310FA-1,2号機 繕載)ヒ 若 干 婁 な り 、1、2mア ンテナ 壱NE工t兵
庫]し、交 互 にt刀換 之て受{吉1≧そ予つこフZい3。
S-・310工A-・4一 号機'は 、lq78年8月i8日 、03B手32分4-3紗'(4-SoEMT)に‡丁上.t・r"ら
れ 、 ρWH-N∈1ミ ステム の7Σ テ ナ伸展ta正 常 に行 な わ れ1三炉 、 ロケ"/ト 発射 畔 点1てお・
いz、PWHの 受信総 皮 が霞継 査aiFt:比 べ・かなつ{亀下 した状 態 ひ終身‡されEた め 、強 、度
の弱 の波 動環 象r‡、観 劇 Σれ にくの状 態 ヒな った 。
理し㌫繋 憾 識翻1鰺 識語 雛 織繍
器 内部 の干 渉 にF8ノ イλ グ 混 入 しZし 、3が 、これE除 く と 、
(D上 昇蒔 にお いZ、 周s1(X　7　tvt　H、　Kblg　lVI　H、近傍`、躬 焔 地 上か らの放 送波.
Ga)　融 数 α2MHz近 傍 に、ほσ纏 縫 的に観 搬 れ3Hi、s1だ の{痂 ～～iavt.
P"ie£42れ 之va3。1の うち(ii)のeWti≦siti"Vtにつ いZI1、S-310JA-6号機 、に ょ3観 ジ211z,、
も1司様 な1舅 象 ■if・A,11Σれ 、　 V・LFHis≦ とmヌ†応 も良 いこ とカ・うLF帯Hissと 断 定 Σ4て3。 乙の
他 、lMH1近 傍 にも微 弱z"　 diff"seなemi～sionヵ 辛み られ3が ㌻ 受 信機 ・の絶 対 感 度 の低 下 の た











S-3!OJA-4号 機 によさ、電離層電場 、波動 、粒ナ観測
蛙 坐1う エ鮭 騨 鵬醜 一郎2梱 磐綬 碑 正健 繰 鯛'
(t;極t13刊 ユ;東 大宇宙研3;京 大 工4」 先夫空電 研)
S-3'OJA-4号 機IJ/9ク848月18日 ロ ラ 茅ti8め ヌ患い戸」}り痩レみ(一/o-/oA/CWt2♪6"-
o。 ん32MuT.t-gラ サ デ 糾 一 ムの開 舞殿 は れ た 。　 DC電 場 観測 と 珪 に 鶴
始 鮪 に.田 和 某 地 σ)磁 南 づ 向 に 出 現 し た レ イ
ア ー ク 状'オ ー ロ ラ{こf司rナ 薬 多日 さ しンした 。 ロ ケ ッ
ト・碍 葬Flヤ.オ ー ロ ラ がtヒ キ支台ヲ多≡}う6、フ た こ と と二
」拓 月 で あ っ た こzが{災 い し て 、 全 天.カ メ ラ に
よ さ ロ ケ ッ ト て オ 一 口 ラ ヒ の 位 置 対 、庵 は あ
dリ 明 ら か で'{二}ない.4号 機 は 、南オ垂 で鞠 高 慮Lに,〉 リ
さ 申した 他 のβ3/0ロ ケ ッ トx寮 リ.zt、 南IS"　妾 信 範 匿Dlま広 く
向 へ港 射 さ れ 声た め.よ 宥 角 、磁 力線 を っぎ
つt"磯 切3こxx　 i」　・ た.塔 戴 立れ た 固re　 3館 の 腕 競 鯛 に測 白 練 が
バ ィ アス プ ・ 一 プ に よ ソ劇 直 され た電 与 密 度 ら の重 創 ら き・に対 応 すSPt;n&N-aは 舩
は2,0～30kmの 空間 的 ス ケ ー ♪レで 、fact◎rさ 小 てい7」 い 。 な ぢ.上 記(h周 波 数 は シュ ー
2纏 の 蜘 終 い や 鵠 が 鯖 ・た令負 マ ・ ・ゾ プ ・ス 藤 本 波 力 二 相 春服 に
域 は 、 ファ う デ ーカ ツ フoで;則 定.1!1れた90eV良 く －lbS(.して い1,
L人」二_のオーtコ う粒}隣 り込 み令良繭こと 良し・一牧
童 示 し て い5。 こ のct6'ら.1コ ケ ・ソ トはチ痔
掬 中ご 数.回 才ーロ ラ セ横 切 。た こ とが予 想 之
本 さ。 オ'ロ ラ織 手d)降 り込 ∂ナと良 い相 関 を
も っ て オーロ ラ ヒ ス が受{ξ 之 れ た 。 ヒ ス は
S',書KHz付1丘 にイ5域 力"!ト オフ セ15、iた
社 ゜ンモ ジ,し ⇔,ン を 凄 ・ナて 幻 、量縮
方 向 に偏;皮.し て い 》と無 産)軋 さ。 ロ ケ ッ ト の
絶 対 姿勢 は.略 叙 さ れた 地 平線 セ ング〆.地
,磁 気 姿 をξ(書†に よソ1窪 虚しし(え ララ髪_毒 ム)こ ψし
セ 用 い て.8mσ)ダ ブ1し プ ロ ー ブ で観測 した
電 敵 地 琢 に 変換 した{・繰 鯛 ユ1・　rTsす.
電 場 は薩翔 途,中 、 ナビ東(蛇 酔 気座 標)カ ・ら
elit東 へ 靴 し、競1搦 お 舳 ・、 こ 噸
域 の樋鼻但'玉40km椅 亀 で 、　《}OeV'　tS人・1一の 才 －
E
ユ・・H・ まで の電 場 り ゆらき"の 観 測 が そ下林
た ∴国 波 数 分 析 の毬 果.低1司 三良領 域`・ ・8,
/4,ユ7Hzの 顕 第 な ゆ らぎ が観 測 之れ た 。
(図2参 甑)霞 イ言帯域6)総:令3余 恵 【本 巻m偽
で あ ソ 、上記 .三 つ の取 分 相 互 σ)鉱 虐 比{」,
、 また ス 仁゜ ンイ立相t:よ り要3か 一、
、i)tん ど4是 てσ)」ち 度 に}ち た









? ? ↑ ?
。
? ?? ?
図iロ ケ ・ソ ト の 飛 跡 ・(地 上 へ σ)射 墨疹)i}い に プo"/ト し た 電 場)A・ ク ト1レ 水 平 メ文・分
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∫-310ＴA-5号 機 に よ る糺V電 子加cr。bPtrstの 観 測
完 本 渇 弥 賀谷 信孝 (神 戸大 工)
S-310JA-5
許
が 見 弓kee　 こk4b小 。州 。 よ ゐ8E=114E=214E=273E=445kev
乙二、:㌶ 蕊 禦1霧 論 ㌫7'　 1　,v・.・vw"・VW-VN.vVVVStWV"XtV・vv..,,A:毘一艀
Bス 禧 拷 観 測 し‥ の ・.考i6・tc6.,.114E.2 .14E.273E。 、、5k。v
1{驚塁㌶霧㌶1_麗 一
け/0女{レ レメ下 ・び つηicreburb'七't、"雇 見落1
"kf、ilth1の イ・1・・.し 縦 伽 ・鋼 砂 ・1'廼 子バLス 挽 物 イラン
の 〃 醐 ・則 ・れ て いた のダ 夜 間1綴 測 、。。A畏1TUDE(km),。 。15。
さ れ て ・・lb・F・ タ・2i・'晴 工.1,・ ギ ー1・ 弁 ・・
て 硫 物 申 に 勧2別 つれ た(t(ヒ クツチ角)=3?ゾ3ヌ ∂
1二方 げ ゐ 洛eveon七 に つ い て 薇 弟由 に 脊 生時1鐵
勧吏軸 に 尾のeゾen十.ヰ で の 房1糊 の 最 丈'値 、最
祠 鯛 の 髄 は 赫 射 れ か1私!図 に 糺
与 れ ゐyう1二 ↓筈1考!月レ"1:σ、14ウ#14匁'二 集,}7し て.
0
お リ.孝 だ/全 天Mメ ラ1二 よ ゐ フ「-oラ イ象 を 吋u」
∫応 ぜ せ だ ロ ケ ッ ト位 置 φ、 ら 鬼 女.〆し 主 と し て
ア ー ク 陸い!,考f㌧U'2親 魂,レ三1札ろイ眼 白1=12ろ 。
プー メ ル ギ 一ー権 力 性 に つ 、、て け 明 瞭 似 頃 向 σ
レェ包 め 与 れ 宏liD　 Aタ ・3/こ4各ev{.　 ptt





















最 先 巖1ト の 聞2.箭 ヒ 信儲 太 線 一し""L-ptし
て い ゐ,娠1原 品 〃Z～/oZ",15り ・E/2'・2
の 紡 果 と ピ 初 ・ 縦 初 富 砿'・ 千・一 τ'の
雇建5則 霧 二泉 ど 兇 の 特 権1二 ち・バ て 一一を交 し て
い ゐ 。0(')9、 クo解)立 て"厚 望項嘉5ムbbt-5't'
4孝C・ あ5k万 φ、つ 万6享 た 后1覆!の 角彫 刷
物 楊 蔵 し た69AXゼt・1-PS4z'・
互換易7Z　 bverst　 {'エ定処 め 与 れ.亙 φ、っ た,
穿 千見 象 陸 粗 手.・ノ・fiu産オ挨矛藷、 ラ1,:・L{lhセ1の軽1
郵 聞 役 と・ '・龍 勃 閑 適 老 手身・フ ・陥 悦
が'あ リ 、'4〃 須グ洲 トチ'僅髪}・1ち 瞬 、φr勇 多
ど 遣 わ れ ゐ ヶPリ 脅 ξ1∂み1舳1り'F,句 切 彰死





各 ハ・㌧ ストの 周 君付の 範 盈]
璋 β 拾1"一スFの 振 幅 比 の軍を囲
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? ?? ?? ?? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ?松本治弥,塑 大工)
S-310jA-5
Tlme
/1囲 障罐 子柔 乙オ ローラとの河応
(3一 ノ10(∫A-∫)
S-310JA-6
矛2国 隣F歪 子柔 しJt-vラ とグ)?d(r〈・ノ
L.S;-310∫A-6)
里)攻 か・1コア ワ ト位 置
35
S-310JA-Y号 磯 に よ るVLF放 射 の ポ ィ ンテ游 グ 電 力 、 伝 搬 べ7ト ノLの 測 定
和 磐 不艮1鶴 田を 郎2競 毎文郎1ム 畝 雄3
(1;糸 尺 工,21敷 幅 研,31極 酬)
S-310JA寸 号磯 ほ 才/9ン 欠嫁 し:よ')、 昭 和53量 ヒrsり 、 この 比 力・らポ4ン 行 ンブベ7ト ル
46月1旧0196LTし:打 上 げ られx　 22StKmの ヒIB,a・di'igfhdiが ㌘ る.又P。 の 大8fi」//z
高 度 手 で達 しrl.光 磁 気活 動 度 は △H=-190nTベ フ ト ル ヒfB,)のな 丁 角 θの・余 弓亥に 比 例 し てい
・で中 位 の 荒 れ 方 であ るが 、 コ ロ ナ択 のオ 一 口 て 、 その 符 号 が葭 の 符 号 セ与 え るη・ら 、/Bot〈
ラ発 生[時 に打 上 げ'ら れ 、イ碓翻 役 牛 に日月る い オ 関 し て泥 の 向 きが き ま る。
一 ロ ラ に しEいっτミ とが確 認 され τて。 才1図 には 、 夫 マ7KH8に お げ る ヒスの 電 磁
この ロ ケ ッ トはVLF放 射 、 梼 にオ ー ロ ラt界 強 度 、 葭 、 胞 べ7ト ル の ロ ケ ッ ト剃1か らの
スの性 質 セ調 べ るkめ 、　 7KHzの 周波 荻 に っ い 角度 中 セ ロ ケ ッ ト上 昇 時 、 高 さ に つい て プ ロ
て ホツ ンテル グ電 力 と伝 搬 べ7ト ル の 方 向 乏 ッ トしrcも の であ る。 これ η'引E、 　IB及uQPz
k々 測 定 下 る ヒ共 に 、粒 子 との 南通 乏調 べ る ほ 、上 昇 晴170～2ωKmの 鳥 渡 で 大 き く 「♂.ζ い
こ とが 主 目的 であ っ仁 。 る 。 この 「高度 に お σ る デニgη'ら 促 べ7ト ノしの
VLFの ネ醸 力芝置 と しz[9、 　VLF広 帯 域 受 イ言r司 き 老手ミ(ダ)ると石産気 子 午 面 力＼らo・ τ♂りプ(1く
穣PWLと 、、Tfイン チ1ン ブ 電 力 と伝 搬 べ71-/Lほ ず れ τ:方 向 で、電 力IJ下 向 き で(あ る こ とグ
%「、-o'0の調り定装 置 であ るPFXη'ら 「♂フ7い る。 わ η'っ τ二。
-t[[1ン寸 一 ヒ し てL9、 互 に 直 交 下 る,全長a　 z4m　 同 日寺1ニキ織 しrく粒 子の測 定 デニ9(ネ 申戸 天)
の ダ ・1ホ㌧ ル ア ンテ ア2組 と、)の ダイ ポ ー19、 上 記 め 上 昇 時 のCス の ピ ー7に ヌ寸允 可 る
ル と同 じ2方 何 の磁 界 強 度2則 定 す る 直径10フ ラ ッ ク ス の ピ ー7t1・d'〈,下 降 時 に ビ ー フ
m,Ioo回 答 直 交 ノL－ フ が゜ 固 し、ら、i・Lrc、　 /L－ プ が 現4つ れ 、老ヌ〔Kど▽ レ》く下 の電 子 とcス と1よ 直 梼
了 ンテ ナ の1実在刀長{97KHxて"、 ス テ・,プアップ トラ1?寸1ク)9{ノ た1丁 「、ダη'っ 尺 。
)ス 込 み で06m帆 て"、あ,「:。 言射辞2ト ロ ケ ッ トの本丁上1ブE?旦 当 さty/　r〈tセi9
先 ず、伝 搬 べ7ト ノL泥 の 方 向 に つ い ては 上 来 越 冬 隊(平 三鳥威 男隊 長)の 隊 員の 方 々に 厚
言己の 直 交 ノし一 プ7ン テ ア 互用 い 、/kべ7ト ル く謁寸意 セ表 す る 。
・7)ロケ ッ ト牽由方 向 とク)rd'方 角 φ ηジ則定 で で る。
(司(}1_((L)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 F　 ・　 Hl　 ・Iltt・Lこbkに、 ポ4ン テf
)グ 電 力 に っい て
ほ 前 記 の 直 交 呵 る
い し
タ イ7丁ミ'ノ し11レ ー
プ ア ンテ ナ 老 夫?
用 い,ポ イ ンティン
グ電 力ノ)ロ ケ ッ ト
軸 方 向 ♂)成 〃丹)z王
ボ め 、 こ り重 め 直
流 成 ・か濠 と 、 ヌピ
)周 期 依 存 の成 分
　
巳 乏分 離 す る と 、
これ らゲ 汀㍉ 二 元
ン7"＼ 〈7ト1し ノ)9卜


























、。1。.㌦ 、。.1〕.、 。e,-eT.。,5。。 裂 。。 、 ㌦ ・..・_顯 。,_,
RfしRTLV[臼Eし〔〕　INT{NSIIY　t〔}「〕l　 PZ　 (D'f・1
VLF方 丈射XX・'7ト1し;ヤの 観E/支 ひご石螂!δC　 B,　b)　,rR4ンテhンブ電 力P区の直:乱分






s-3/oTA-7ロ ケ ッ トド よb電 離 層 電 子密度 磨観 測 結 果
電波研究所 二魎 ・トリ、冬λ 、ゑヲム隆
s-3/OJ/1-7号 ジ機・lifラ¥/9次隊 に8っ て ヵぐヤ ・這 整 に ナ♂っ マ き7:。
〃7瞬 胡 ム7日 ・z時 ・紛 」沸LT(・ タ時 ・紛f・ で 確 確 度 の鰯Ill3・ 九 峡 塙 諏
祢UＴ)に 蚤 身寸さkし.最 高 高.度z/タk7し(ztaし・)5寸け ちれ1:77ラ デ 、 一カ ッ プmノ"fッ ド1:
11.・ ケ ッ ト飛 し訂 痢 ぶ"てils・b・ 七・風 流 塒 鶴 亀 海 ・ら細 「・.図 ハ 穐 子離
・XPILn∫;・・　phαseぞ あ1,、 丁度 解 しsラ 中1・ 欄 灘 課 を 祠 ・ ・a図 判 ず・Nでn綱
僻oトaibトeak－ ゆa象 を 示 し 「;。 の観測 結 果 を ん 例 ホ レあ 小s-3/eTA-7の
了 イ オ ノ ク◎ラムIl3月i7日2・L時/5～ 分、孝て"ぎ吉二果16大 、さ アゲ白 丸 と真 黍象ぐ,f・しあb。
の観 測 でlaEsfSハ らa反 射 」夜 バ 周波 数 約6.6上 昇 時 ぼ高度 がkrrし か ら則 定 を淘始 しr:。
潮 時 で 離 し、且 つ4回kの 踵 反射 を記 しか 崎 度8詠 伽 ・与/3∫ 、fk仇 嫡 、滝3
録 して い7く.∠ よ時30赤 畝 傍 の了 イ.オ ノ グラ ム 窟、受vく.異 常1;高 く 、♪曽中.呑 バ飽 ネrz　して レ?,
ぼ 乞'1トBia.じkoutと 守 り電 離、菊 反射 波III全 ・く 斥 。 この 向 は同 びロ ケ ッ トに搭 載 乏れr:熱 エ
記 録 乏れ マ い'i　v・　。　vo　lVSHz　、おGひ"SOMHs　 ネ1レ ギ一 分・枡 呑 の電 流 ア"一夕 ハ 」推 之 を行 ハ
CNAa悼 メ ー タa-:caip　 l:　h'　ut　1.見 目青・7か ・ 図 でf,し 「・村 婦 ・栖 得7・ … 、仁 ・い
・・矯 激 ・・吸4植 バKlく ・〆 り、・城 崎 頃 と 腋8fk肌 頷1綾/5・k・ ・vイ枇 ・漏 焔
寺 で 吸 収状 態 〃く続 さ.そ の後Conzroldαyσ ・ バ 現 わ れ †の 麗.度 ほ約9.4x〃Sona"'3と.椎
纐 働 諌 ・r・,定 乏 い.れ しい1醜 の 高 崎 て川2弓
30　1"IHz　CNAの 最 大 吸 収値!?3・9dBで あ3k肌1で密、度IU単 調 に減 少 し て^多.下 降綺
・地 磁 気 州 畔 イピUuケ ヅ 権 瑞 噛 孝友約i・;.ssv,1晴 度 ・80k陶 ぷ ・ て顧 ・局 哲
z・or*fr,し 「・・ そ の後 最 大伽1/ρ 〃・ifvxx　 的1搦 妙 ・ミあs.い ・レ ・掴 降 下糊 禰
で あ ・仁 ・オ ー ロラA金 穴 カ メ ラ写 真1:cl'}向 自勺変 づヒL考 之 ら れ 」 の て".こ のフ'ロ ファ/i
ピ 　 rz　tr　・7楮 射 俊 んseじ か らauro"aci　 棚 糟粕 硬M飼 を要 打..以 肋 ・・ら
break-upバ 起 う ・オ ー　tZラ バ激 レく 南の 方87.6k?ル1:おい て下 降 時 の電 子褒 度 〃㌧極 大
へ拡 バ クネ参勤 して い っ1;・ そ して/aoネ 多伎1:}直 示ぐや ・7ラ ッ トPteく 態、で存 在 し、 寸mfja(」
や ・静D・1;・ ♂っ マ1T:.ユ/〃 秒 後 か ら3/ρ,砂/6x/oy乙ηしづ であ5。87.6k'm,yX下 でja




　 　 　 lO3
Ｔime(45°EMT)
JULyユ2,IC77




















































△H　 :Horlzontこl　 MaGnetic　 Dls{urbdnce
























































tZf　80k'nシ ψ・ら 以 下 でIJ






図1昭 ネロ基 地{:お リ3
ロ ケッ ト観測'二Eっ 《得




ぷ 一3!05A－ ク/こよ ジオ 一 回 ラ電離 層 中 りNe,
成 魂 勧 ・〃e(s-≧3。 極 細 ・4-9,・H・ 家方),
9d　。V・y.　x　o　P#T　 fiZZI　}フ ラ 。 ク入E観 測Lた ・
キ乗出器 違 互{麦/Oc"し,」'6さ3,6cm　 Ojフ 了 う デ ー
カ ツフ・で4萩 っ フ'1ソッ ド'ヒ フ レ ク タ ー多戸か う
荻,て ∪3。 列 図'二)9・ 吃4〃 ・・s-33・ 紛
ヒ フラ 。 クス っ廠 聴 手弛 示ず 。 エ早 崎 に 才
一。 ラ頼 毒 鉱 勘 て逗 層 の脆,畝 き く な
,ひ 、3。 こ*'・ 、細 て フラ 。 クス ・瀧 和
レWじ 毒 し.　A/vleの 振 幅 拭 き ・・〃67-
/・・組 高、度%一/継 り 郷!脆 の励 磁 スペ
も
ク ト レ)」 ク σス・74--1レ ド と二流 僻 裂 のスペ ク
ト1レ 硫 ほ 勒 弦 ・鹿 癒 測 定 値2・-3・
剛偽)に よ3プ ラズ マ 子 安 吏 によ ソ発 広 し た
も っ し思 わ 邸 。!/o-'ζo釈!Ω 一ノ90k用)の
スペ ク ト レt9・J'し 複 雑 赫 犯eτf・!),書 法
,原ノ飾 稠 で'あ3。36・ 秒 ・礪 り」噸 叙
スヒ゜ン に よ}も りz"あ3。230一 ユタ0丞久二弱
Y}　AtVeが 視 力収 、弓.　 7zetに このfiq
スペ ク ト1レ 蛎 を、示 す 。
e-7が ・あ り,静 馴 才 ンV・1クaト ・ ン波
anSb・ 、。7。、。bA2Lft・ 牙 瑚 ・69-29〃 彩'凋 波 数 ス ・`°7Aiレ





















































搬 出 して 、,詰 り 曙 お 不
5。 ・ の」鮭 励 起 禍 にノ92DO
大縞 度 でソ ・乙/〆ち/ん 姥 ・'v・一'θ
－Z.ρ 泓 ん ・)リ フラ 。 クス が
1罐 ず あ3が,フ ・ラデー カ ・ フ'
}ゴ 雄 劇 で 活 ξ～1川 。7e2!・・3s
で'あ,ち 。 ん 曖}放 出効 果
v,,ig5のe° 。 ケ 角 依 存 ・麟 ビ1・
よ フ て ファ ラ デレカッ プ で)!実 戸祭
よ リ低 く観 醒 蜘 蛛 鵠 。 と
"sthth5、 　 1調1・ 測 定 ざ 木 た
κ・峰 の ㌘ ・ 以 切 ∫憤 が
望 ま婦 。
最後 ニク/微 敵 のロア ・ ト
突1酸菌偏 の御 努ヵ1・感 謝 ほ
可。











































































レ 賊 岬 吠 、!D3
　
s'一'・1°SA－－Y&"",こ 蜷 熱 き 木 工E・ し に『碗 賦 俸 薯x
報 告 戸 。 晴 検1ぶ オー 。　・・　ep　、・　x　 gtsr'　s-Kn　b")　ビこ!・)eg・Sts
舳9、 τ識 鋳 朽 戸F'ト ザ オゆ 祓 漣 隠 財 舳 ぺ ・,
セ・・t-　'X　ra　iT　Q'T"ト 軸 、・重馳'あ ・忘ゼ 、健 更、{嘩 齢1さ1磁
力碑 … ㌫ 砧 つで 、靖 く1ヒ ・゜.キ偽 ド'9・°Cvlr・噌 与Z"が.
輪 や 与 ・時 儀 、㌻1畔 ミ輔1駕 殖 寒登で.fi　S・トtてザ タ・・斗 で
M).{s・ い ム 、Tヒ"・倫 を 直 映 使 モらで・‡憶・・と考Σら－k}(b'r.,
ト鴫 斡 恨 く,噛 禰 、t瓢 ジ 畑^緑 吉・・)ρ
団4に 鶴 フう。7川 論 敵 Σ 国 夢 心 餌 艇 祁 ギL
1ぺ)1-、い 一確 評 ・ 図3師'朽 ト酬 噺 ・鐸 栃
ば £・と 傾{)・ 屯 等 の ぞし ヲ 栃 得 沖 た 昏 輪 、柄 ・で
ち ふ 二k、こ楠x.皐 霞):、x-一一ユ、R　k触 ブ,1,㎞ 辱与へ っ う一'
ウx・'t,ヒ 一゜・楠 へ靖 国 パk"・ ・k傍i　 Wt　S・・亀.一 千17
奪 ・、。 こ4へNrS　7-Oう'1ic達 走いt㌔ 、予翼下t電}、 こ ぎS
男 蜜 蜂 怯・時 ・… ㍉ イ幅 寄ザ 全 ・㌧痛 ・こ躰 。?
谷 らト靹 ・し解 釈 、冬 ブ 恥.
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UTに 打 ち上`ブ らeし た南 極 ロ ケ"7卜S-3'
orA-7号 機 ・・亀 激 、観 測 した。7°n-一 デ
〔埴 径 蜆 川 球 フθ・ 一 ・"・:ア シ デ ナ長lt
z.L"5m・ ・め3.電 噺 埴 ラ減 分 の他,2
20　 Hz　 lz・ の 麦流 儀 分t観 測 しr..ロ テ・ソ
トdSiいt--nラ サ デ ス ト ー ム の閉 せa晦 飛 射
鉢 仁 こ の ヒ鵠 卿 基 地 ・t,,tj2E・・CNA,
地 磁 気 日 成分 ハ誠 ケ が匙 こ フ た。GAH(オ
S-310JA-7号 棋 に ょ3亀t易 の1}皇別
小 川俊雄 牧 野雅 彦 林 田伍智ナ(京 大理)
山)等久雄 藤 井良一 福fb　 渚 平2繍(男(極 地研)
面 野 」臼 慧ぺ 多大 宝 亀研)
'978年 胡zク 日19碑/5分5・ 秒 ・tE勤 棘 し・細,明6・ 、7ー ク・f榔 ・1
(酌)^髄1噺 芝(A、B,c,D2,つ
`1z'2つ に 分 離 し た(D)。 こ の う ち1フ の
7ー クt6こS1・ 極 倒 へ 動 き,一 か ‡ ス ・臼 ラ
・楕 遣 乞 ほ 赤 道 方 向 へ 動1た(E).:q
ス … 層1四 樋 側 ・端t;t;(Tt・,ア ー7・r;
1/
sazzts(plへ 動 く カ ーtレ が'ア ー ク の 中1・ 見 乞
た(P,會,H)。 ロ テ ・Vト カ"'枝 木(司 へ 動 く
ア ー つ1二 当 行7た 跨,ア ー7〈 そ の 周1エ マ"矛、
ロ ラX線 ・麹 剰 り・らaT・ ソト率 恥 求 め,観 血 方向 魂 場 。顕 凱 た.A・B$・ 曝 す3
剰 主4tだ 電t易 り・らVx　 〔B電 場 セ 差 し多」き,磁 し ア ー つ ② キ2・ ・rt産 湯 りs"t}・き い 。 こ σ、窪t易1て
力線 方向 の平4予 亀t易 が'ゼ'pで`めstい うイ亙定 よ3E*(Bドll　 7ト の方 向 は廉 向!z"、7一
り・ち地 成 誠 標 ・・の・k秘 湯 ぽ め,全 知 仰 極 印 噛 勤 ち説 明 す δ ・r・ ・z・lr;・,.
メ ラ`こ,Fδ オ ー ロ ラ 」享 真 一の 上t二7° ロ ッ ト しr三 ロ ブs`J　l--　bご,本 重 句1に 重力{7ー ク 〃・ら素 直 寄
もthが'囲l　 z"め3.図 の 点・は 、 ロ テ ・ソ ト の 位 り に な)に ℃2にt;tfbinき の 竃 湯 が潅身割 き 木
蓮 噛 力 線 ・ラ齢10・ 幽 ・離 苞 翠 祝 ㌧ こ の 電t易 叫3E・asド'・71一 け 増 車
7° ・ ッ ト しF・tの ・・あ3.全 天 カ メ ラ の{穣 ・""7ー ク"赤 道 向 主 蝿 勤 い 殺 すa。
1キサ7"ス ト ー"耳 与 σ}典 型 的 な オ ー ロ5ア ー ク
ALL-SKY　 CAM田A
??
図t,S-310∫A-7{}1橡 で'色見現rjさ れtt電t易t全 天 カ メ ラ に よ3オ ー ロ ラ
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β 一3/OJ「A-7毛 機 ,に よ き「電 場 ゆら ぎ の毎夏i則
識 嵩1淵 蟹 髄 角1西野正徳3
(2;極 重也 、研 ユ;京 大.理3;4コ メニ「空電 石汗4;頑 輕 皮石音)
Sづ/OJ月 一7号 構 しに 搭 載 さ い た 重 湯 も魍 爆 葡 速 した 電 場 ゆ ら ぎ7e.・xeク ト ル 乙 非 学 に 良 く
はDC電 場 遠見須りと と1に ・9奇 分$,1(?'砂 中.鳥 人r=入 へこ ク ト1レ か'え2}・ら れ て い る 。(電 三度9fi・
2ネ 燗)で5Hz～2ユoHz　 の 、電 場 ウ ら ・・"o」1川)(bt2 、低 高 度 で.衝 突 か痺 越 す)
毒見シ艮1を4↑ し、 ・{F≡}内{中/40tN7/.～!・4・m17'/MPPつoラフぐ'マfこr電 場hがEIPガ 〔'と れ たs%!e;-1:≒tづ.).
の け)ら き"を 観 坦'1し た.ゆ ら き'の 多念 皮13Pt}ZキbR方 ク ロ ス フ ィ ー'し ド 型.ヌt9二 耀し体'堅 不 塁ンhしSk
向 へ 動 く オ'ロ ラ7'ク の 中(iち 雇 ～95-Kmに 起 因 すb{の と.思 わ*3。(iii?σ)周波 数 」哉
)で 一 εd}　fiう に弱dっ た3友.急 ラ蓼Lに5多 き ソ(!.4劣'{コ.6ナ 撤 せ ψし3自 室黍Kオ ン の サ イ ク[フ ト σ
Wh▽/m).ア ー ク か ら 直 参 か3t数 白Mlク 鼠 の蒐 ン 周 波 数 タLび,モ の 仁SK?　 i=お フら リ 、1静 電 的
度、z有 っ た ・ 電 璃〉ナ ら を"の 用 濃し鼓 分 析 を4〒 っ イ オ ン サ イ ク ロ ト ロ ン 浪浪(・Eエc三 度)σ)1「 貧ε
た&1果 .粁 に 示 ヲ 身 重 に 分1パ し と が 禍 　 trsが あ}.Ki・Of・1・-Kennel(/97!♪ ば ,
さ.(下 鴎 鮒1戟 蝿 高 廠 嬌 磁 力6緯 流 ・・よ ソ 、o㌔E
〈i)上 昇 時 高 度'・Sへ μ ・　kM時 日測 さ エC-;k力 励 起 之 煽 こ と き 理 論 的1・-i・sedし 、
..塒 ・広 繊 ・'3纐 ・ 多多vS>(分B¢ 吻 箸(旧 り は ・ ・ ケ ッ ト翻 にty(」りL肩eヨ .あ 度'午 ぶkWt,!90ヘ ユ!O　krv,オ 一 口 う ア ー ク縁 、≠≒度380)c・ ・ytイ寸止 に?s"
下P綱 、 ノ7・一!40k吠 煉 乳測 ご*5.、 ・て多i・・(へ/・ 砺 句 〇+のE・ ご 三起 思 わ'
榔 一'ユ 州z職 分 相 電 場 輌 らぎ'増 刷 し てL、3.本 考課q
〈iiり 上 稲 ユ/5kWt・ 下 網2・2-・ ・3k吠 僻 幽 い(践/尋(0りtO,/S・)高度 ユ・・
畦 歳 で観 測 乞煽.f。,Q6・H・,4酬7　 kwa付 近 の蜘 或 に あ・い てs,擁 醐 鰯 いf」 が
の狭 串 城 イ籍 ら(～o.7・ ・7/・)0+の εエel皮 が擁 す さ ・
・ ケ ッ ト に 同時1・塔 鎗 燵 フ ァラ デ ー カ ツ 口 綿 い と思 わ い 。
フ9・・い1、 翻 鵠 の帖 を測 定 がイ{　th　O・L、
??
S-3!OJA-7ξ 機{二 よ ソ4見;則 さ れ た 電 場)`1'ら き'σ)ス へ。ク ト1レ
ヒ 全 天 カ メ ラ に よ}オ ーtコ ラ(図 →・の 翠卜s.etiDC電1易t弄3)
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ユ週 ・地 上か らの言文送ミ皮(6・vgMH2)・ 上身8寺一慶3麟 「Σれ3P"s　 topslae　Z・,再び 受・i$
之 れ て 、、3。
玉津 ユ.千 －f。..館 のzモ ー噛(3^・4-t'1H・ 〉.VLF臨咽 綱 時 に酬 独 勘 舐
り、 寺 た　1、17　keV,　 3、Ol　keVの 電 子7ラ"ク ス に対 応 しzレ ベ・1レ増Kρ ・み らホ3(七 ～
emls～ion　(0,4　～ α8M←{z)o
工寒 生・167se`£ 七≦{qζ5e`z"ハ ㌧スト曇
1だに現 われ3emi～si。n。 　VLF帯 　
域Z・ は、　e(e(±Vostat"Q　e痂 ≦slan　さ
が 同時 に概 叫芝れz・ ・3。 寺た 重:::
E訓 ω 対 応 鋼 ηP・3噸 …
ssien　tと も`(、75keVのフラブ_・ ・2
クス 増 穴 σ)8寺髪りに 対応 して 、、3。
え られ5。 　 VLFHis～ ヒ問n手ii(tへ
鰯 し難 織 豊轡 織t
3(七 ・.(09～ecノ(365e()cr




第1医 〕　 LF-HF帯 スハpクトル(PWH),
VLF帯 スへ。クト'レ(PWL)/及v"
降 下電 ≡トフラ、フクス(∈SM)の 文才
eto横 軸(8手 閤 軸つil;一、3っ のデ"一夕ヒも一致 乾せ!zあ3。 な お・、　PvUL/∈SM両
`f"'-9ilstれ 練 鱒 鰍 剛 節綱 ,ネ鰍(碗 賀 谷iX)r.よ5tのz・ £3.
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5-510一 コrA　 6多 、ぼ に.r－ る オ ー ロ ラ ヒ ス 〃ゲ観 ラ則
亨霧三孝 腰 差ぐ・(驚驕 為(委㌫ 嘉、
却5回 壕 臓 夏岬 ・秒 試 内 切'C.;17-3,,{Tilv)7-、nプ・ ジ 。 ・IF・_・Z・ ・B・3.,-k4n・-fz}ga
か ア)ll　E穴 明1s・Pき)sbj-Vと こ/・-s・ σ ケ ワ ト 叉 疾 バ ・9ケ64〃 ・63わ 司 ・・ 之 ・　 aJ?nioA;
τピ で 訂 逐い 実 施 ・sれ た 。S-310-」-A6f3ノ 愛どぽ.「'VLF/鉋 威'に ぶ け3.才 一ー 口 ラ ヒ ズ の7fi9
王 と 伝 イ痕 」$レ ら べ3の き 幻ivQ]　2レ 、　 VLF狽 レ琢 ゼtO才 一 η ラ ピZの て へSクL,レ ノ 多tlえ 方 位
肩zご.ザ ノf/テ ィン ク フ ・ろ ・フ ク ス の 方Svlieレ12E'更 才を じ ノ三 ゜
!9クSS'手3月 之3日 、　 tfi;p珪 以タz"19.OOρa∫O　/n　 Lτ グ ら1ピ ・3茎気H夙 レ今/二 三考 型 の{イ ピ カベ勇 ら ぼ れ
、 フ ロ ナ 易ζm;1一 ワ ラ ラ多 勧 試 走参3っ たoン1ζ い で'ooo苛 うr2・分 〆2ρ'らHis～ 　〃ぐ麹 玉釧 ⊇ 山 ぢ々yフ.00
」看5ψ グ'・1∫ ・P活 初 盾 赤 吾 タ第 璋B…c(こ バ み う ・t・　rJρ で"・JX-・ ラ ・痛 パ ・5・'37SEI'lc・ な べ
らC・Cl"'9Sム 狂 涛 に3動 線 ス 伺 。 ・ ケー,V2碁 躯 レ 、 見 字 ・A-Dうに 斜 ㍗ せ;・ 。tr.Z'f7Y
・」 云'読 ・ 飛 翔 し 、o/2e・ ・5/・i3DA・;〉'(7・,i30flナ5,f5地孚 俘'F,戸2こ た 。 ご.八 日1へ 幽zの 前 瑠1∫
吾 埣 二物 ・下 し 、 緯 曇!I」 阪P万 祝'・ 終 っ た,
米 錫 ヲ眺 も果 楼L阿1喜 漁 イイイ 細 ・-6文e・ 　iCτ 弦 …-1,、`。 調,吉 一 ・、 アre。 ク ス 珂
ゴ て1南 竃 イ3'7K,"」 τ唖 透 し τ 彦 ～㌔ れr.こ 　 e'　 e　 こ 州 翫 と ロ ・1τ左,由 、∫ ・ぐ綬 割U汀 ・か
・"/:.こ べ とt・ 一 セ 喬1弓 落 度2-1エ 、5-,oラ 秀 勧1,`f、 つ,El',rXlv。Hi'、・、5zil,Cl・V,」5・ た1・
↓e-》hら ヂ ズ ・一 ワ ラ 霧 タ の 〆舞 リuxみ'"Jb,重 詰 璋m妥':右 ㌦セ,為 〆宕〃{フδぐ.月 ゴ～Sき 菟 く り危4女 レ
PをLよ プ 列 立 じ え な グ っrcごt2ネ じZい3。 ノr菱」二Z・ 綾 辺ll　」　JLたAi～ ～ の 彊 ノ宅s$、 上 昇D('1・ …
じ3・.t5-.S',/95".7.3.-S'Kh't'z"・・㌧ ハ 頓 ア 冷 暗 に,・ 記 ケK・・1グ ビ 一 八 ぬJ5・.」r=vこ ㌶ 留 、
を.h－ 口 ラ の 冷 天 ノ7メ ノ 巧 言Z重 琢LクJPこ し τ3f5と .ズ,_vラ ア ー ク 輝 度 巧 タゑ 彦 ㍉ 二v[`r・5'1こz
いaこ と 〆 列 っ ・「t=eさ ら にVLFmズ ペ つ ト)レEと っz見3と 下iegbsう な 硝 をn9'?・ 一ワ
グ ・フ/こ ・({)こ めAiS～ は4κplz　 fftu5r　 、ミ'τ つ ミ リ と こkiE画f)引 フ渥 激 減 ヵcあL・3c乗1;この ピー
か ズ 恕 霧 威 力 ・・A　sqく,磁 舜 威 β ノ、,qみ ろkLfい ミ レ ヵ・ 弓L椒H"・ ・z・as・)た と 考 乞 う 萸3。
(之)ご めM～5潅 勧Jτ.4つ の 雲 な っr=グ ノし 一7㍉ ごh　 irτ 方 乞 う あ バ 尋 ちmよ う,ご 零 え3
。(3)vp,3グ'し 一 〆 の 所5∫ 活 動 の'ヂ 、・　/a　LHR　 Aitss　 z"Zii7,U　 Ni-　thたtのo・ス ・x　oケ 畦 倉 舛 ・〈
万万廷i,た もenヵ 、'1ノ 亀 佐 原 つ き'ノiな ・Lヵぐ、　 f　 hX－ ツ 滋 ・・云争 を 潰 の ノ訪 王ζ 〃べみ 弓 仇5eζ9)
こ の 脇 ≦鵠 ・ノ}椒 に わn=一 ・(・ い た る と ・ ろ マ・)砧 窩 ζ饅 琢 べ4～/0'陥 ・rGL3.バ ㌧ マ}一 本
の 々 β5ti〈}L・ う915eこ ノしiJ、 ズ ・一 口 ラcaビ デ ズ まZ　Si7・とjg　 rC　 Cτ サ う ピ ア ー ク'っ 古 つ －Z∫ゑ
・ 輝 く ・・㌧ ケ バ 拷 動1f　 Nel　rcム5、 畝,い うLP　 う だ 。(s)Hls・ ・;gi」・ac}・1・,晴 晴 ・クル
-　zec・ イゆ・t:D"ア τ
.下1#Ha"・ ・ σe3s・ 一/80κ ・7u'・ め・ ゲz、 タ、 々 錦 禰 卵 丘 と6A'kヌ/fi.(Elと
'こ ぼ ・7き り と 亡7三 墳を 三Slの1フ危 付文 増書 画 行 ろ壬DN'み ら れr;6
米 魎 才 矯 飾 一 司 誠 ・螂 稼 ぞ'アの 多 夫 ・男 方 ヒ、/?r/9・ 肋 加 ピ・輪 飾 か 触
tAAIiE!.X」,努 刀1・ ・ り/・ 斗 た い τ.ミ ・1・ノ♂ ・璋 厭 却 ・愈 詠 わL　 itう ・
42
47
β 一520ロ ケットによる極域電離層中プラズマ波動 の波数計測計画
東北大学 理学部 大家 貴、,小野高幸
三浦 悟,宮 岡 宏
工　_亙 こ こで ・7ρラズ マ 波動 のポ テ ン シャノしは 、一般
プラ天 マ波動 現 象の観 測 は ,電 離層 な らび に
濃 票 霧 巖 皮綴 灘 ¢(?'t)二醐(R颯t)
用 乞解 明 す ろ上 で重 要な 事iPt乙fJ,て し)う。 の様 に言e述され るわ けで あ るが、 ピッ りアップ
このプ ラ スごマ波動の 分散 特 性 は任意.の フ゜ ラ天 プO－ ブの 空間的な 隔 り(互)、&び 波数(r〈)
マ 媒 質 に対Lて,周 波数(の)並 び に波数(　K)1こ 対 して 、 ヒ9ッ!フア ッつ。され る フ・ラズマ波 動
の4次 元 空 間上 に一意 に定 まるEの で ある。 の位 相差(θ)は
瀧 臨 議 燃 灘 ご』e=R・i
れ ぱ,プ ラズマ媒質 の特 徴 及び波動粒 子相 互 の関イ系主持 っ。 この干 渉計 法 によフて位 相差
作 用 の実態 も把 握 重る 事が で きる事 左莞 味寸 セ検 出す る方 法も採 る事 に よ リ,波 数 が決定
る。(か し従来 の プう天 マ波動観 測 は その 周 され る。
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